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I 図書事業

1.資料の収集

(1)資料購入

資料購入費の支出総額は21,434,537円で、各部門別の冊数内訳は以下のとおりであ

る。

和漢書（冊） 洋書（冊）

一般文献資料 193 

中央アジア特別研究資料 491 

東アジア特別研究資料 1,714 

西アジア特別研究資料 38 

東南アジア特別研究資料 4 

アジア特定資料 51 

チベット特別研究資料

゜近代中国特別研究資料 643 

計 3,134 

おもな購入資料としては、以下のものがある。

新編中華人民共和国地方志叢書

四庫全書存目叢書 史部

続修四庫全書 経部、史部

光緒宣統両朝上諭桂

光緒朝朱批奏摺 1 -80 

中国金石集幸

イラン国民議会 ・元老院議会議事録

カザフ語図書

-1-

53 

403 

23 

384 

91 

109 

119 

82 

1,264 

計（冊）

246 

894 

1,737 

422 

95 

160 

119 

725 

4,398 

非図書資料

゜゚
゜゚
゜゚
゜17 

17 

244冊

292冊

180冊

37冊

80冊

10函1000枚

175冊

245冊



(2)資料交換

出版物交換の実績は以下のとおりである。

区 分
平又 9眸ヽ曰 寄 贈

和漢書（冊） 洋書（冊） 計（冊） 国内（冊） 国外（冊： 計（冊）

単行本 725 164 889 1,012 517 1,529 

定期刊行物 2,581 1,461 4,042 2,255 2,168 4,423 

計 3,306 1,625 4,931 3,267 2,685 5,952 

主な受贈資料としては、以下のものがある。

須賀昭氏寄贈和漢古籍 11点

民族文化推進会寄贈 緯国文集叢刊 21冊

小松久男氏寄贈 Alem-i Islam. v.1-2. 2冊

Dr. David Pingree寄贈 Census of exact science in Sanskrit. 5冊

Biblioteca N acional (Spain)寄贈 Andalus関係資料 18冊

資料室では文庫刊行物以外の医書を交換用資料として活用し、近代中国研究室の協

力を得て作成した交換用図書 リストを海外の諸機関に送付している 。今年度は下記の

2機関に要望のあった図書を寄贈した。

交換機関 送付リス ト 送付図書数

翰国精神文化研究院 1 中文・和文 ・欧文 96タイト）レ I 35タイト）レ

緯国国会図書館 中文 ・和文・欧文 98タイトル 45タイト）レ

(3)蔵書数

収蔵する蔵書総数は812,240冊で、和漢書467,762冊、洋書321,070冊、複写資料23,4OO

冊である 。

2.資料の整理

(1)図書

整理冊数は次のとおりである。

和漢図書

欧米語図書

-2-

1,928冊

811冊



整理したおもな図書には次のものがある。

(1) 新編中華人民共和国地方志叢書

(2) 四庫全書存目叢書子部

(3) 続修四庫全書経部

(4) 続修四庫全書総目提要（稿本）

(5) オランダ東インド会社関係資料

(6) 梅原末治博士旧蔵考古学、美術関係資料

(2) 目録の刊行

刊行した冊子目録は以下のとおりである。

「東洋文庫新着図書目録 45」132p

(3)雑誌

511冊

201冊

80冊

37冊

82冊

140冊

本年度の受入タイトル ・冊数は次のとおりである。なお、そのうち新規受入数は24
タイトルで、内訳は和中韓文14タイト）レ、欧文10タイトルである。

タイ トル数 冊 数

和中韓 欧 和中韓 欧

序又9眸ヽ日 720 210 2,528 719 

購入 187 108 1,397 268 

小計 907 318 3,925 987 

計 1,225 4,912 

(4)新聞

本年度は20種（何れも中文）受入れた。

外注製本の総量は新聞・雑誌合わせて794冊であった。

3.資料の利用と複写サービス

(1)閲覧サービス

本年度、閲覧証の新たな交付は394名で、内訳は教職員65名（外国人24名）、研究機

関関係者14名（外国人 6名）、大学院生103名（外国人31名）、大学生184名（外国人15
名）、その他28名であった。

閲院開館日は231日、利用者数は4,503名、利用資料数は63,255冊で、詳細は下記の

とおりであった。

-3-



近代中国研究委員会収集資料の貸出は延べ833名、 2,367冊であった。内訳は中文

1,283冊、日文1,019冊、欧文65冊であった。

東洋文庫研究員および職員の研究室等での資料の利用は延べ3,973名、 8,105冊であっ

た。

開館日数および閲覧者数

開館日数 閲覧者数 日平均 昨（△年印同は月減比） 

平成 9年 碕日） （人） （人） （人）

4月 263 13.2 16 

5 20 374 18. 7 36 

6 20 327 16.4 83 

7 21 422 20.1 △5 

8 20 504 25.2 49 

， 19 453 23.8 109 

10 21 504 24.0 39 

11 16 391 24.4 2 

12 18 453 25.2 48 

平成10年 17 221 13.0 △63 
1 

2 18 262 14.6 △52 

3 21 329 15. 7 25 

計 231 4,503 19.5 287 

-4-



閲覧カウンター出納冊数

和書 漢書 洋書 合計 昨年同月比
日平均

部数 冊数 部数 冊数 部数 冊数 部数 冊数 （△印は減）

平成49年月 243 519 635 3,679 120 194 998 4,392 219 6 1,598 

5 279 664 706 3,285 233 367 1,218 4,316 215 8 320 

6 312 430 609 3,545 168 307 1,089 4,282 214 1 1,544 

7 460 767 1,028 5,574 204 360 1,692 6,701 319 1 823 

8 263 530 1,440 8,732 284 474 1,987 9,736 486.8 2,562 

， 367 475 1,026 5,021 282 512 1,675 6,008 316 2 1,174 

10 378 530 905 4,825 366 575 1,649 5,930 282 4 675 

11 323 457 824 4,606 196 345 1,343 5,408 338 0 913 

12 366 752 1,024 4,963 266 474 1,656 6,189 343 8 △433 

平成10年
166 296 519 2,222 122 202 807 2,720 160.0 △1,642 1 

2 269 436 541 2,750 129 208 939 3,394 188 6 △932 

3 304 677 545 3,175 251 337 1,100 4,189 199 5 344 

計 3,730 6,533 9,802 52,377 2,621 4,355 16,153 63,265 273 9 6,946 

比率 10% 83% 7% 100% 

(2)複写サービス

国内外の研究者 ・研究機関の便宜に供するために行ったもので、実績は下記の とお

りであった。

マイク ロ・ フイ）レム

申込件数 1 撮影餡数 1 焼付引伸枚数 1 ポン ・フィルム

696 I 60,005 I 39,881 I 23,105コマ

電子複写

□ 数 1 焼付枚数

926 I 72,872 

(3) レファレンス

受付数は目録室、閲登室など合わせて1,085件であった。
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(4)資料の貸出

博物館・美術館が主催して行う展覧会への貸出は 3件で、詳細は次のとおりであっ

た。

展覧会への資料の貸出一覧

展覧会名 主催者 展覧会期間 開催場所 主な資料と数量

1 世界のかたち日本の 神奈川県立歴史博物館 平成9.6. 28~ 神奈川県立 「坤輿萬國全医」 6軸

かたち 8.31 歴史博物館

渡辺紳一郎古地医

コレクションを中心に

2 George Chinnery The Macao Territorial 1997.10.11 ~ Tourist Activities 「GeorgeChinnery 

-Images of nineteenth~ Commission for thE 11.18 Centre, 1st. Floor Original Sketches」

Century Macao Commemoration of Exhibition Halls, 他 1点60枚

Portuguese Discoveries Macao Forum, 

Macao 

3 子どもの領分 サントリー美術館 平成9.12.2~ サントリー 「枯木花さかせ親仁」

平成10.1. 18 美術館 他 7点 8冊

4.書庫資料の見学と研修

1 

2 

3 

4 

申請は23件あり、 309名に便宜を計った。その詳細は次のとおりである。

なお、このほかに当日申込の書庫見学が99件168名あった。

実施日 申請者 参 加 者 人数（名） 主な内容

平成 9年

4月15日 門脇廣文 大東文化大学教職員 26 書庫内資料見学

・学生

4月22日 飯沼三和子 私立大学図書館協会 ， 所蔵資料についての研修および

東地区研究部会書誌 書庫内資料見学

学研究分科会会員

5月16日 松重充浩 広島女子大学教職員 15 書庫内資料見学

学生

5月21日 土田哲夫 東京学芸大学教職員 25 ，，， 
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・学生

5 5月28日 佐藤次高 東京大学学生 25 書庫内資料見学

6 5月26日 林 佳世子 東京外国語大学学生 10 ケ

7 6月16日 永田雄三 明冶大学学生 26 ，，， 

8 6月18日 三浦 徹 お茶の水女子大学 10 ，，， 

教職員・学生

， 7月1日 塩沢裕仁 川村学固女子大学 11 ，， 

教職員・学生

10 7月10日 柳澤 明 早稲田大学教職員 ， ク

・学生

11 7月16日 臼井佐知子 東京外国語大学 27 ，，， 

教職員学生

12 7月25日 梅村 坦 中央大学学生 10 ，，， 

13 9月5日 都 嘉彦 香港城市大学教職員 2 ，， 

14 10月7日 山名弘史 法政大学教職員 20 ，，， 

・学生

15 10月8日 東京大学東洋文化 漢籍整理長期研修 11 所蔵資料についての研修および

研究所附属東洋学 研修生職員 書庫内資料見学

文献センター

16 11月20日 山内弘 一 上智大学教職員 8 書庫内資料見学

学生

17 11月26日 中井英基 筑波大学教職員 18 ，，， 

・学生

18 12月3日 岡本拓司 東京大学教職員 10 ケ

学生

19 12月24日 梅村 坦 中央大学留学生 11 ，，， 

平成10年

20 1月26日 三沢伸生 イスタンプール大学 5 ク

教職員・通訳

21 1月28日 味岡 徹 聖心女子大学教 ， ，，， 

職員学生

22 2月6日 酒井憲二 調布学圏女子短期 7 ，，， 

大学学生

23 2月17日 山根幸夫 日本大学学生 5 ケ

-7-



5.資料の保存整理と複製

原資料の保存整理と劣化資料のマイクロフィルムなど他の媒体への変換を行った。

作業項目と内容は下記のとおりである。

(1)漢籍地方志

継続している作業で本年度は、分類記号II-11 -B j -29、43、57、63、65、

71、74、77、81、82を対象。

裏打ち 3,312葉、綴じ直し 120冊、峡作成 11ケ

(2)貴重洋書 (Oldbooks) 

継続している作業で本年度は、分類記号0-3から 9を対象。

清掃、クリーニング、オイリング及びラッパー作製 214冊、

補修 411枚、再製本 2冊

(3) その他の書庫内資料

近代中国研究委員会収集資料、目録室資料を対象。

本製本 6冊、再製本と簡易製本 116冊、ラッパー及び峡 45ケ、

補修 226枚

(4)特別資料

チネリー絵画の裏打ち、フォルダー、タトウの作製。

裏打ち 331枚、フォルダー作製 331ケ、

タトウ作製 31ケ、台紙貼り付け 331枚

(5)資料の撮影 26,690コマ

対象資料：昨年度に引き続き、漢籍稀観書を撮影した。

(6)活用フィルム作成のためのポジフィルムの作製 57リール

撮影した漢籍稀観書のネガフィルムを対象にポジフィルムの作製を行った。

(7)資料の複製と他機関取り寄せフィルムからのプリント 29,571枚

米国議会図書館所蔵旧国立北京図書館善本を対象にプリントした。

-8-



6. 業 務の 機械 化

目録室では、 引き続き日常業務の機械化を進めた。新規受入資料の書誌事項等は コ

ンピュータに入力し、特にカード作成までに要する時間を短縮した。また、「新着図

書目録」の版下も館内で作成し、従来の日本語 ・中国語 ・朝鮮語に加え欧米語の図書

資料をも併せて掲載した。

7.書 庫内資料と書架ス ペ ース

(1) 書庫内資料の排架一覧とおもな調整箇所

階 1 号棟 調整箇所 2 号棟 調整箇所

朝鮮本、安南本、満州本、 蒙古本

／ 6 蒙古本、和書 (XIII~XVII 

大型）

Old Books、PB、MS、

漢籍稀糀書、岩崎文庫、 Old Books 和書 (II-Xll) 

5 銅版画、古地図、梅原

考古資料、辻文庫

洋書 (I~IX 大型）、

4 第IIモリソン文庫 アジア諸語資料

ベラルデ文庫

漢籍（経部子部集部・ 洋書 (X~ XVII ・ XIX) 

3 叢書大型） 叢書 モリソンパンフレット、ロ

シア語別置資料、アジア

諸語資料

2 漢籍（史部） 近代中国研究委員会収集資料 中国語、日本語図書

1 逐次刊行物（日 中朝 逐次刊行物（日 逐次刊行物（欧文） 洋雑誌の一部

洋新聞） 中・新聞）

(2)書架の不足について

昭和58年の新書庫建設以来、書架の拡張は実現しておらず、年々増加する一方の資料で 1、 2号書庫

とも満杯に近く、資料の適正な排架が困難な状態となっている 。 1号棟 1階の新聞用書架は既にi薔杯と

なり、一部が通路に置かざるを得ない状況で、 出納に支障をきたし始めている。こうした危機的状況に

直面し、平成 9年12月、 2号棟書庫 1階及び 2階の通路に、それぞれFS型単式 6段書架26台及び同型
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単式 7段書架28台を増設した。資料の移動・調整を行った結果、これらのフロアーについては、資料が

書架から溢れる状態は解消できた。 しかしながら、資料の増加がこれまでのペースで進むとすれば、 1、

2階とも向こう 4~5年で満杯となるため、抜本的解決方法を考えなければならない。

また、 1、2号書庫ともこの他のフロアーについては満杯状態であり、 2号棟 1、2階方式で順次書

架を増設し、急場を凌いでいくことが必要であろう 。
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II 研究事業

1.調査研究

調査研究は、文部省の国庫補助金および科学研究費補助金の事業費によるものと、

民間学術研究助成事業費あるいは東洋文庫学術情報提供事業費などによるものとにわ

かれる。

I. 文部省科学研究費による調査研究

基盤研究 (A)一(1)

【課 題】 「戦前期中国実態調査資料の総合的研究」

【期 間】 平成 9年度 (3 ケ年間継続採用 •最終年度）

【目的】，

(1) 明治以降1945年にいたる時期に、日本の政府および民間の機関が中国で行った

各種の実態調査の成果をまとめた調査資料は、旧中国社会の実態究明に有用な資

料であるが、その豊富な内容に対応した利用状況にあるとは言い難い。本研究は、

資料の有効活用のために必要な、研究者による解題を付した総合目録の作成を目

指す第一段階として、中国主要部（華北、華中、華南）に関する調査資料につい

て、各々、その内容、資料の性格と利用価値などを明らかにした解題を作成し、

併せてデータベース化の基礎を作ろうとするものである。

(2) 各種の調査資料について経済、政治、社会など各方面から検討する本研究は従

来にないものである。その成果となる解題を付した総合目録は、中国近現代史の

みならず、隣接諸科学の研究分野にも利用の便を提供し、中国での現状調査及び

歴史調査の基礎データとして広く利用されるであろう。中国研究への寄与を確信

する。

(3) 従来、アジア経済研究所編「旧植民地関係機関刊行物総合目録』が資料の所在

の検索に多大の情報を提供してきた。しかし、研究者による解題作成は、中兼和

津次の旧満州農村 ・農業実態調査資料についてのみである。調査資料を活用した

近年の研究には、内山雅生、 PrasenjitDuara等の華北農村・農業の研究、石田

浩の中国主要部各地の農村社会研究などがあるが、地域、分野に偏りがある。中

国主要部について経済、政治、社会などの各方面からする調査資料の研究と解題
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は本研究が最初である。

【研究実績概要】 ； 

(1) 資料の調査と研究

① 本研究の最終年度にあたり、既にパソコンに入力されている調査済みの資料の

データを参考にしながら、とりまとめの方向で東洋文庫において再度の合同資料

調査を行った。過去 2年の調査にもれた重要資料を中心とした補充調査で、従来

と同様、 書誌的事項と資料の内容を記録にと ったのち、データ入力を行った。

② 前年度に引き続き、調査した資料について既知の資料と併せて中国社会の研究

に有用であるか否かを中心に検討を行った。同時に、来年度以降に出版を目指す

調査資料の解題につき目録の内容と形式についても検討した。

③ 戦前期の中国調査機関の事業や性格については、メンバーの役割分担を地域と

分野別に行ったのち、調査資料を利用した研究報告を通して、資料の性格と資料

的価値、利用にあたっての問題点について討議を重ねた。そのなかで明らかになっ

たことは、資料の系統的な把握には調査者（機関）についての知識が必要である

が、満鉄を除いては、東亜研究所について関係者の回想と記録があるのみで、興

亜院やその他民間の機関の調査活動については殆ど研究が進んでいない状況にあ

るということである。今後の課題として研究を続けたい。

④ 山口大学東亜経済研究所、京都大学経済学部図書館、同農学部図書館、および

東洋文庫においてメンバー合同の資料調査を行い、資料の内容と書誌的事項につ

いて記録をとった。山口大東経研では、第一次大戦中から直後にかけて日本の青

島守備軍が山東省各地で行った調査の報告書が多数であることに注目した。軍の

調査活動については我々の研究対象に入っていなかったが、今後の重要な研究課

題とすべきであると考えている。

(2) 報告書の作成

メンバー個人の問題関心に基づき、本プロジェクトの期間中における資料調査およ

び研究から得られた知見を反映させた事例研究を、研究成果として報告書を作成し

た。また、報告書には、作成した資料解読のごく一部を試案として収録した。

【研究代表者】 本庄比佐子研究員

【研究分担者】 ， 

統轄：本庄比佐子、内山雅生

華北経済 ・社会関係：吉田涼ー、内山雅生

華北政治関係：西村成雄、川井伸一

華北社会関係：三谷孝

華中経済・社会関係：高橋孝助、曾田三郎、夏井春喜、足立啓二
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華中政治関係：坂野良吉、久保亨

華南政治関係ほか：本庄比佐子、奥村哲、今井駿 （以上、計14名）

【研究成果報告書］

基盤研究 (A)一(2)

平成10年4月刊 A4判 124頁

【課 題】 「東北アジア地域に関する民族誌の総合的研究」

（刊行済）

［研究代表者：松村潤］

【期 間】 平成 9 年度（平成 9 年度新規採用 ． 4 ケ年間継続内定•初年度）

【目的】 ，

今回の研究は、 17世紀以降20世紀初頭に至る時期の、東北アジア（中国東北、朝

鮮、ロシア極東 ・シベリア、モンゴル）の文化と民族関係に焦点をあてる。この時

期の東北アジアに関する資料は、満洲語、漢語、朝鮮語、モンゴル語、そしてロシ

ア語をはじめヨーロッパ諸語など、様々な言語で記述されているが、これら資料相

互の体系的な検討はいまだなされたことがない。本研究の目的は、様々な資料のう

えにあらわれた東北アジア諸民族のすがたを、満洲語文献班、朝鮮語文献班、漠籍

班、ヨーロッパ諸語文献班の 4班に分けて、比較考察しようとするものである 。

【研究実績概要】 ， 

今回の研究は、 17世紀以降20世紀初頭に至る時期の、東北アジア地域（中国東北、

朝鮮、ロシア極東 ・シベリア、モンゴル）に関する民族誌の総合的研究を目的とし

ているが、本年度の主要な活動実績は以下の如くである。

① 東洋文庫には、我が国において最大の東北アジア民族誌関係文献が所蔵されるが、

その全体状況を明らかにし利用を促進するために、そのデータベース化事業に着手

し、まず、ヨーロッパ語文献（ロシア語も含む）部分の入力処理をほぼ完了すると

同時に、今後収集するべき資料についてその方針を確定した。

② 東洋文庫所蔵満洲語古典籍について、その解題目録を編集すべく整理作業を行い、

データベース入力を行った。

③ 東洋文庫に所蔵される、故田川孝三氏収集にかかる朝鮮古典籍マイクロフィルム

で、未整理のものについて焼付・製本を行い、利用できる状態とした。

④ 図書資料収集に関しては、本年度は韓国出版の東北アジア関係文献に重点を置き、

東洋文庫未収のものを選び購入し、またモ ンゴル国出版のモンゴル語文献について

も収集を行った。

⑤ 国内関係研究機関に所蔵される東北アジア関係民族誌で、東洋文庫に未収蔵のも

のの中から特に貴重なものを選び、写真撮影を行った。
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⑥ 韓国（ソウル大学、韓国国立図書館など）、米国（カリフォルニア大学、ニュー

ヨーク公立図書館など）の資料調査を行うとともに現地研究者から関連情報を得た。

【研究代表者］松村澗研究員

【研究分担者】 ， 

統括：松村潤

満洲語文献班：松村潤、石橋崇雄

朝鮮文献班：山内弘一、大井剛

漠籍班：神田信夫、加藤直人

ヨーロッパ諸語文献班：中見立夫、 C.A. ダニエルス

研究成果公開促進費（データベース等）

（以上、計 8名）

【名 称】 「東洋学総合情報システム」 (AComprehensive Information System 

of the Asian Studies)（東洋文庫電算化委員会委員長：北村 甫）

【期 間】 平成 9年度 （平成 6年度新規採用． 7・ 8年度採用 ・単年度ごと申請）

【分 野】 「アジアの諸言語で書かれた文献およびアジアについて書かれた書籍」

【目的】，

本データベースは、アジア諸国語によって書かれた文献を中心に、所蔵目録、国

内所在目録、解題目録、研究文献目録、古典的文献のテキストなどのデータベース

作成を目指す。これらはいずれも学術研究上、必須の基礎資料であることは論をま

たない。これらについて、館内での作業および検索に際しては、欧文は言うに及ば

ず、アジア諸言語についても、できうる限りオリジナルの文字を使用し、やむを得

ない場合でも学界で標準的に用いられている転写文字を使用して作成することによっ

て、コンピュータ上でも正確な情報蓄積ができることを目指している。また公開に

際しては、すべての研究者の利用の便を考慮し、様々なコンピュータに対応した文

字セットと複数のフォーマットにて公開する。公開の手段は、現在は CD-ROM

および Internetによるファイルの配付を行う 。

【事業実績の概要】 ， 

アジアの諸国語で書かれた文献（マイクロ・フィルム、マイクロ・フィッシュも

含む）について、コンピュータによる将来性・互換性・公共性を考慮したデータの

記入法を検討し、東洋文庫所蔵の文献目録・日本における文献の所在目録・詳細な

解題目録・研究文献目録・テキストデータベース・各種索引を作成し、電子メデイ

アの形で供給する。平成 9年度は、平成 6・ 7 ・ 8年度中に作成したデータベース
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の継続入力、公開用データベースヘの変換、画像データベース、マイクロフィルム ・

マイクロフィッシュ目録を進めた。

なお、現在までに入力したデータベースは次の通りである。

東洋文庫作成主要データベース一覧
1998年3月現在

データベース種別 作業状況 レコード数 容量

東洋文庫所蔵 アラビア語図書目録 完成＋追加中 7,561 7.6MB 

東洋文庫所蔵現代トルコ語図書目録 完成＋追加中 6,055 5.2MB 

東洋文庫所蔵辻直四郎文庫目録 完成＋修正中 7,218 5.9MB 

東洋文庫所蔵 岩崎貴重図書目録 完成＋修正中 5,967 2.2MB 

東洋文庫所蔵漢籍分類目録（テキスト） 校正中 1.8MB 

近代中国研究室収集 洋書目録 完成十追加中 7,718 8.5MB 

東洋文庫所蔵 ペルシア語図書目録 入力作業中 3,152 3MB 

ペルシア語人名典拠目録 入力作業中 20,817 6.4MB 

東洋文庫所蔵 オスマン・ト）レコ語図書目録 入力作業中 492 410K 

東洋文庫所蔵 岩見文庫目録 完成＋修正中 1,883 2.3MB 

東洋文庫所蔵 ウイグル語図書目録 入力作業中 1,000 1.1MB 

東洋文庫所蔵 カザフ語図書目録 入力作業中 552 481K 

東洋文庫所蔵 インド関係欧文目録 入力作業中 1,702 832K 

東洋文庫所蔵東南アジア関係欧文目録 入力作業中 865 1.1MB 

東洋文庫所蔵 中央アジア関係欧文目録 入力作業中 1,830 1.8MB 

東洋文庫所蔵洋書目録 入力作業中 2,324 3.2MB 

東洋文庫所蔵和漢書目録 入力作業中 3,737 11MB 

東洋文庫所蔵 チベット語洋装本目録 完成＋追加中 689 1.2MB 

チベット語文献マイクロフィッシュ目録 入力作業中 4,115 10.4MB 

ツォンカパ父子全集科文集成 完成＋修正中 57 2MB 

スタイン蒐集敦煽チベット語文献解題目録 校正中 1,508 1.5MB 

東洋文庫所蔵 チベット蔵外文献目録 入力中 3,748 3.2MB 

その他、新規受け入れ図書用のデータベース数種

文部省新プログラム方式による創成的基礎研究

【統轄・課題】 「現代イスラーム世界の動態的研究ーイスラーム世界理解のための情

報システムの構築と情報の蓄積ー」 （研究代表者・佐藤次高東京大学教授）
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【期 間】平成 9年度 （平成 9年度新規事業 ・5ケ年計画事業 ・初年度）

【目的】；

本研究の第一の目的は現代のイスラーム世界を動態において解析することである。

ここでいうイスラーム世界とは、いわゆる中東・北アフリカ地域だけではなく、ロ

シア・中央アジア ・中国・南アジア・東南アジア ・アフリカ・ヨーロッパさらには

南北アメリカをも含んでいる。もちろんわれわれが対象とするのは、宗教としての

イスラームに限られない、文明としてのイスラームである。このようなイスラーム

世界に着目すると、ここには豊かな歴史と伝統をそなえた独自の文明とともに、民

族問題・地域紛争・人口爆発 ・環境破壊 ・政治の民主化と人権の問題など、現代世

界が直面する重要な問題が集約的に見いだされる 。本研究はこのように多様な地域

の諸問題をイスラームをキーワードとして総合的に理解することをめざす。

第二の目的は、このような研究をとおして新しい地域研究の手法を開発すること

である。ここでは、思想・宗教・政治・経済・歴史などの学問領域を越えた学融合

を試みるとともに、国際的な共同研究の基盤の整備をはかり、三次元地理情報シス

テム、多彩なデータベースの構築などを実現するためのコンピュータ技術の積極的

な開発 ・応用を試みることになる。

第三の目的は、次代のイスラーム地域研究を担う若手研究者の育成であり、あら

ゆる機会に若手研究者の参加を募るほか、日本学術振興会特別研究員の制度を活用

して内外の若手研究者の育成につとめる。本研究は、以上の活動をとおして21世紀

の世界の動向を左右するイスラーム世界の動態を把握し、「実証的な知の体系」を

築き上げることを目的とする。

また、研究の全体を統轄するために研究代表者を中心をする総括班を組織し、そ

の下で 6つの研究班、すなわち 「イスラームの思想と政治」 ・「イスラームの社会と

経済」 ・「イスラームと民族・地域性」・「地理情報システムによるイスラーム地域研

究」・「イスラームの歴史と文化」 ・「イスラーム関係史料の収集」などの研究班が、

個々の研究課題に即して、研究会の開催、研究者の海外派遣と海外からの招聘、国

際研究集会の開催などの活動を展開することとする。（以下、略）

［第 6班課題］ 「イスラーム関係史料の収集」

【目的】，

本班は、現代イスラーム地域の政治・社会・文化の基層構造を研究するために必

要な各種の資料の収集と、その利用のための情報システムの構築を目的とする 。 し

たがって、本研究プロジェクト全体をサポートする役割を担うが、主として前近代

の資料を対象とする 。近現代の資料の収集は、研究班 3「イスラームと民族・地域
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性」が担当する 。

日本において、イスラーム地域に関する現地語資料の収集にもっとも早くから着

手し、最大の蔵書量をもち、また資料整理の技術を蓄積しているのは、財団法人東

洋文庫である。現在では、さまざまな大学や研究機関において、資料の収集が進め

られているが、限られた予算とスタッフで行われているために、収集における偏り

や重複が避けられない。本プロジェクトでは、東洋文庫に前近代のイスラーム関係

資料を集中して収集することによって、ここをイスラーム研究の基礎資料を備えた

センターとすることをめざす。

イスラーム地域の現地語資料は、アラビア語をはじめ、非ラテン文字を用いるこ

とが多い。このため、従来は、図書カードや目録など図書整理の方式が不統一で、

相互の利用を困難にしてきた。現在では、パソコンにおいても、アラビア文字など

特殊文字の処理が可能となっており、図書情報のデータベース化やインターネット

を通じてのオンラインによる検索や利用のシステムを開発することによって、将来

は、イスラーム関係の資料を所蔵する研究機関や図書館が連携して、資料の収集と

共同利用にあたることが可能になると考える。

以上の目的と理由から、本班は、東洋文庫に研究の中心をおき、研究班 5 「イス

ラームの歴史と文化」と密接に提携しながら、資料の収集とその利用を図ることと

する。

【事業実績概要】 ， 

本研究は「イスラーム地域研究の基礎資料の収集と図書館ネットワークの構築」

をねらいとし、 5年間にわたって次の 3つを計画の柱としている 。（ なお、平成 9

年度の収集内訳は、別掲の I図書事業 1.資料の収集の条をご参照下さい。）

(1) イスラーム地域の現地語資料の収集

イスラーム地域研究の基礎となる現地語資料の日本における所蔵状況は、近年急

速に増加しているとはいえ、欧米の比ではなく、また各機関においてバラバラに収

集が行われているため、重複や偏りが見られる。本班では、 「幅広く、効率的かつ

重点的な」収集を行うことを基本とし、収集方法については、東洋文庫において、

すでに継続的な資料収集・整理が行われている地域・言語（アラビア語、ぺ）レシア

語、トルコ語）とそれ以外の地域 ・言語（中央アジア、南アジア、東南アジア、中

国）に分けて策定した。前者については、従来の資料収集活動を継続するとともに、

これまで弱かった分野について重点的な補強をすること、後者については、現地に

資料調査・収集のための派遣を行うこととした。97年度は、前者については、①ア

ラビア語：宗教・思想関係 ②ペルシア語 ：雑誌資料 ③卜）レコ語：地方出版物の

補強を行い、後者については、中国と南アジアに専門研究者を派遣し、ムスリム関

係資料を収集した。中国でのアラビア語出版物や南アジアでのペルシア語出版物な
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ど、これまでほとんど将来されていなかった資料を収集し、これらは、今後の両地

域の研究の足がかりを築くものである。また、中国資料調査については、詳細な出

張報告をホームページに掲載し、南アジア資料調査については、調査報告会を開催

した。98年度以降も上記の方針に基づき、効率的な収集活動を続ける予定である。

(2) 図書情報のデータベース化とオンライン ・サー ビスの充実

図書館ネットワークの構築の前段階として、国内の図書館 ・研究機関における現

地語資料の所蔵および整理状況の調査を行った (1997年 7月～12月）。大学図書館

および研究機関440機関にアンケートで調査を依頼し、 271機関から回答をえた。こ

れによって、アラビア語をはじめとする現地語資料の所蔵機関数、蔵書の種類と量、

整理と利用方法などの概要がはじめて明らかとなった（たとえば、アラビア語資料

の国内所蔵総量は約5.5万冊と推計されるが、これは米国プリンストン大学の12万

冊に遠く及ばない）。アンケートの集計と分析を和文報告書にまとめたほか、英文

報告を WorkingPaper Seriesとして刊行し、国内・国外の外国人研究者の案内

とした。

東洋文庫で開発を進めていた多言語書誌データベース方式を用いて、今年度収集

した中国ムスリム関係、南アジア関係の資料データベースの作成を開始した。また、

東洋文庫所蔵書 CD-ROMカタログ (theToyo Bunko Multilingual Database 

CD)の刊行に伴い、モニターによる試用を進めるとともに、東京大学東洋文化研

究所などとデータベース方式の共用についての司書担当者レベルでの協議を開始し

た。98年度は、さらに関係機関の担当者との連絡会議を組織化する予定である 。

(3) 収集資料の公開と利用

収集した資料を死蔵するのではなく、迅速かつ有効な利用を計ることが第三の目

標である。購入後 1年以内に目録をコンピュータによって作成し、インターネット

など電子メデイアを通じて公開することとし、 98年 1月から、東洋文庫内の特別室

（イスラ ーム地域研究室）において閲覧を開始した。 97年度購入図書の70％は、東

洋文庫の書誌データベースを用いて、書誌情報を入力済みであり、さらに98年度に

インターネットによる速報（略式情報）の提供を行う準備を進めている。

【第 6班研究代表者】北村 甫 （財）東洋文庫理事長

【研究分担者】

総括：北村甫、永田雄三

ト）レコ関係史料：永田雄三、清水宏祐、林佳世子（兼 ・オスマン帝国
資産台帳研究主宰）

イラン /,I :志茂碩敏、清水宏祐

アラブ ケ ：三浦徹（兼・書誌情報データベース化）

中国・中央アジア関係史料 ：梅村坦

南 ・東南アジア ク ：小名康之
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II． 一般調査研究

本年度は、特に、日本研究委員会、唐代史（敦煽文献）研究委員会を中心に調査研

究を進めた。

（研究部12研究委員会の各委員会の中の研究課題の後に付された◎印は、文部省国庫補助金事業

費および東洋文庫学術情報提供費を使用して主に重点的に事業担当したことを表す。また、研

究委員会の後に※印を付した委員会は、つぎの「iii．特別調査研究」の事業を別途に行ってい

ることを表わす。）

東亜考古学研究委員会

① 故梅原末治評議員（京都大学名誉教授）の寄贈にかかる東亜考古学資料（写真、

実測図、拓本、野帖等）の整理とその目録の作成。

古代史研究委員会

① 中国古代都市研究会の開催。

6月21日（土） 朱岩石「郊南城の外郭について」

10月4日（土） 宋鎮豪「中国史前城址」

12月20日（土） 太田幸男「漢代間越王都について（見学記）」

② 東洋文庫蔵越南本書目の作成。

③ 中国古代史研究会（中国古典籍の読書会）の開催。 （以上、前年度の継続）

④ 東洋文庫所蔵中国画像銘、造像銘、墓碑銘拓本の整理研究。

唐代史（敦燻文献）研究委員会

① 国内外に現存する西域出土古文書の所在調査と、マイクロフィルムによる収集・

整理。

② 内外の諸機関・研究者に対する既収集敦煙文献及びそれらの研究成果の公開、

および情報の提供。

③ 敦煽・吐魯番等出土文書関係論著の収集及びそれらに引用された出土文書番号

の採録カード（目録補遺）の補充。（以上、前年度の継続）

④ 内陸アジア出土古文献研究会の開催。

⑤ 敦煽．吐魯番出土社会経済史関係文書集V ［補遺編］の研究・ 編集◎。
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宋代史研究委員会

① 「宋史選挙志訳註（三）および（二） （三）の索引」の研究・編集◎。

② 「宋史食貨志訳註（三）』の研究・編集◎。

③ 「宋史食貨志訳註（四） （五）及び総索引』の研究 ・編集◎。（以上、前年度の継続）

④ 『宋会要輯稿j食貨之部の要項（地名、一般）及び語彙索引の作成。

⑤ 宋代研究文献目録及び速報の作成。

明代史研究委員会

① 明代社会経済に関する文献の講読および研究会の開催。（前年度の継続）

清代史（満蒙）研究委員会

① 「東洋文庫所蔵満文構案」の整理 ・研究。

② 「満文内国史院櫂』の講読研究会の開催。（隔週、研究会の開催）（以上、前年度の継続）

近代中国研究委員会※

① 近現代中国関係資料の書誌的研究。

② 近現代中国関係資料の収集、整理。

③ 日中現代史研究会の開催。

5月10日（土） 臼井勝美 「黄郭と宋子文 1933年」

6月21日（土） 鐙屋 ー 「段棋瑞政権の崩壊と章士」

2月23日（月） 松重充浩 「［書評］西村成雄「張学良j（岩波書店、 1996)

近年における満州事変前近代中国東北地域史研究の成果と課題を念頭に」

④ 戦前期中国実態調査資料の総合的研究。（以上、前年度の継続）

同研究会の開催

8月 2日（土）

今井駿 「神田正雄「四川省綜覧』 「湖南省綜覧』

,
9
'
,
,
1
,
9
9
9
’

ー

賣

19

「広西省綜覧』

について」

西村成雄 「上田雅郎『昭和五年天津情報j（東洋文庫蔵、 1930年、全 2冊、

手稿本）にみる中原大戦と張学良」

足立啓二 「中国近代史認識の枠組みをめぐって」

本庄比佐子 「福建に関する調査、断片」

日本研究委員会

① 「東洋文庫所蔵岩崎文庫貴重書誌解題 (II)』の刊行◎。

② 「同上 (m)』の研究・編集◎。 （以上、前年度の継続）

③ 日本関係洋書解題目録の作成。
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朝鮮研究委員会

① 漠字の朝鮮字音、中国音韻学の研究・調査。（前年度の継続）

② 李氏朝鮮の財政 ・民政関係史及び外交文書資料の講読・研究。

中央アジア・イスラム研究委員会

① rィスラム革命関係小冊子類解題目録」の作成。

② イスラム国家論・都市論の月例研究会の開催。

4月26日（土）柴山滋

「バリーディ一家に関する考察ー同家の軍隊編成と対外関係を中心に一」

5月24日（土）黒岩高

「中国西北部の 〈軍事化・武装化〉と回民蜂起」

6月28日（土） 及川秀和

「ウズン ・ハサンの対オスマン朝政策ー15世紀後半のアナトリア情勢と

オスマン、アク・コユンル戦ー」

③

④

⑤

⑥

⑦

 

7月26日（土） 菊地達也

「イスマーイール派の神話と哲学」

10月18日（土） 下山伴子

「「反駁の書」にみる12世紀後半のレイの宗教情勢」

11月15日（土 ）泉淳

「1950年代の米国と中東」

1月24日（土） 深見奈緒子

「イスファハーンのマドラサ調査一建築形態と分布状況について一」

2月22日（日） 高堀英樹

「16世紀オスマン帝国の海軍政策について一大提督の分析を中心に一」

ロシア所蔵中央アジア古代語文献の総合的研究。

イスラム社会の構造の研究。（以上、前年度の継続）

中央アジア・ト）レコ諸民族史の研究。

隊商貿易史の研究。

トルコ日本両国の近代化の比較研究。

チベット研究委員会※

① 東洋文庫所蔵チベット語文献の整理・研究。

② チベット学に関する研究会の開催。（以上、前年度の継続）
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南方史研究委員会

① 東南アジア・南アジア関係歴史言語資料の調査・収集・研究。

② ヴェトナム関係、タイ関係研究資料の整理、目録の作成。

③ 辻文庫目録(3)および荻原文庫目録の Index、モリソン 2世文庫目録の作成。

④ 越南本研究会の開催。

⑤ インドおよび東南アジア関係洋書分類目録の刊行◎。（以上、前年度の継続）

Iii. 特別調査研究

チベット特別調査研究 （チベット研究委員会）

【目 的】 チベット人との協同によるチベットの歴史・言語・宗教 ・社会の

【研究課題】 チベット語文語辞典の編纂

【事業内容】 ， 

1) チベット語文語辞典編纂のための調査・研究

総合的研究

チベット研究委員会招聘のチベット人研究者の協力のもとに下記の作業を進めた。

① 東洋文庫所蔵チベット撰述蔵外文献解題目録編纂のカードを点検し、目録

データベースの作成を継続した。

② チベットの伝統的仏教学の基礎教程について数冊の教科書を選び、分析・

研究を進めた。

③ 『スタイン蒐集チベット語文献」のデータベース化を進めた。

④ チベット仏教の基本的文献についてのデータベースを継続した。

2) チベット文献の収集 ・整理

［冊
3) 研究成果の刊行

① 『チベット仏教基本文献』 第 3巻 B 5判 1冊

② 「チベット特別調査研究年次報告』 A5判 1冊
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近代中国特別調査研究 （近代中国研究委員会）

【目 的】近・現代中国研究関係資料の収集・整理とこれらの資料の書誌的研究

【研究課題】近・現代中国研究関係資料の書誌的研究

【事業内容】 ， 

1) 共同利用研究

2) 情報交換および参考業務 （近代中国研究事務室において常時遂行）

3) 図書資料の収集・整理

区 分 I和漢書 I洋 書 Iマイクロ・フィルム

数量 I 643冊 1 82冊 17リー）レ
I 

4) 研究成果の刊行

① 「近代中国研究彙報」 第20号 A5判 1冊 （刊行済）

IV. その他の研究助成金による事業

1) 三菱財団人文科学研究助成金特別事業

① 【課 題】 「満洲語文献の総合的研究」 （清代史〈満・蒙〉研究委員会）

【期 間】 平成 6 年10月～平成 9 年 9 月 ( 3 ケ 年間•最終年度）

【目的】，

清朝の歴史を考察する際、その第一公用語であった満洲語文献を利用した研究が不

可欠な状態となっている 。これら満洲語文献は、現在、中国、台湾、日本のほか世界

各地に所蔵されており、すでにいくつかの地域で、個別に所蔵目録が作成されている。

そのうち「構案（公文書）」資料については、すでに今回の研究グループは、平成3.

4年度の文部省科学研究費補助金（総合研究A、研究代表者：神田信夫）を得て、そ

の概要を報告している。また、中国、台湾における満洲語文献の状況については、各

研究者がすでに充分な調査 ・研究とそれら資料保管機関との強い関係を有している 。

しかしながら、世界的な満洲語文献の統一的把握といった問題については、いまだ充

分になされているとはいえず、各研究者が重複して調査を実施しているケースもみら

れる 。ここに世界的な視野からみて、各地に所蔵される満洲語文献を総合的に把握し、

データベース化が急務となっている 。この作業のまず第一歩として、世界中の満洲語

の刊本（木版印刷本）の実態調査（書名、作者、刊行年月、保存機関、保存状況等）

を実施し、ユニオンカタログを作成して、世界中の満洲語文献研究者ひいては清朝史
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研究者の要求に応えたい。

【研究実績概要】 ， 

本計画の最終年度にあたる本年度は、前年度よりひきつづき、以上の事業を継続し

ておこなった。

(1) 満洲語刊本情報のデータベース化

財団法人東洋文庫は、わが国最大の満洲語文献を所蔵しており、すでにニコラス・

ポッペらによる目録 [NicholasPoppe and others ed., Catalogue of the Manchu-

Mongol Section of the Toyo Bunko (1964年）］も出版されているが、全面的な改

訂増補版の刊行が期待されていた。そこで東洋文庫所蔵満洲本のデータベース化作業

を逐一、原件を照合しながらおこなうと同時に、すでに目録が出版されている、中国

本土［「全国満文図書資料聯合目録」 (1991年）］、英国 [ManchuBooks in London 

(1977年）］、フランス [Cataloguedu fonds manchou (1979年）］などの所在文献情

報も入力した。また比較的目録化がおくれていて実態の不明であった、米国、ロシア

所蔵文献については、研究分担者が実地調査を前年度までに実施したが、これらの情

報もあわせて整理・入力した。

(2) 海外資料（米国議会図書館未整理満洲語資料）の調査

本研究分担者の松村潤は、 1975年に米国議会図書館で満洲語文献の調査・研究に従

事し、その折り作成された目録［「米国議会図書館所蔵満洲語文献目録」「東洋学報』

第57巻第 1・ 2号 (1976年）］が、現在まで唯一の同館所蔵資料目録である。この度、

米国議会図書館東洋部からの強い要請をうけて、前回未整理のバレット・コレクショ

ン160余件の調査研究のため、 1997年 9月、渡米し、おなじく本研究分担者の加藤直

人（米国研修中）とともに整理目録化をおこなった。この目録は近く「東洋学報j誌

上に発表される予定である。

(3) 満洲語史料に関する国際シンポジウムおよび満洲語刊本ユニオンカタログ編纂の

ためのワークショップ開催

満洲語史料に関する研究の現状を総括し、あらたな展望をひらくとともに、当該方

面の研究・史料情報交換のため、中国、米国、イタリア、ロシア、台湾、韓国から、

関係研究者を集め、 1996年12月12・ 13両日、「国際シンポジウム：清朝史料の世界」を、

本研究分担者を中心に企画し、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所と日

本大学文理学部の共催でおこなった。つづいて、同月14・ 15両日、外国人参加者と本

研究分担者により、満洲語刊本のユニオンカタロ グ（［世界満洲語刊本総合目録』 ）編

纂のための技術的問題点を検討するため、ワークショップを開催した。討議した課題

は、採録項目・転写の原則、未確認文献情報の収集方法などである。

(4) 本研究計画による収集資料の整理・研究

東洋文庫には、本研究および文部省科学研究費などによって、収集された満洲語文
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献のマイクロフィルムが存在するが、マイクロフィルムのままで、閲覧には不便であっ

た。そのため、今年度はドイツ国立図書館所蔵「満文薙正大清会典」など、重要なも

のについで焼付け製本をおこない、利用しやすいようにした。また「天聡七年櫂」、

「錢紅旗構」など貴重史料については、翻訳作業をおこない、原則として毎月 2回、

東洋文庫清代史研究室において研究会を開催した。あわせて、 1997年 2月最終年度の

研究計画遂行のため、研究分担者による合宿研究会を実施した。

(5) 今後の計画・課題

今回の研究によって作成された満洲語刊本データベースをさらに検討し、未確認文

献（とくに北京故宮博物院図書館や、フランス、モンゴル、アメリカなどの所蔵文献）

の情報を入力することによって、 「世界満洲語刊本総合目録』の刊行を進めたい。ま

た、「内国史院構」「鎮紅旗櫓」などの研究・翻訳は、ひきつづき検討を重ね、順次、

東洋文庫より出版の予定である 。

【代表者】 神田信夫研究員

【分担者】 松村潤、加藤直人、中見立夫、石橋崇雄の各研究員
および細谷良夫東北学院大学教授

② 【課 題】 「戦前期中国調査資料の研究」 （近代中国研究委員会）

【期 間】 平成 7年10月～平成10年 9月 (3ケ年間）

【目的】，

明治以降、日本の中国進出にともなって、政府および民間の機関は中国の社会、経

済、政治、地理などについて各種の実態調査を行った。その成果をまとめた調査資料、

調査報告書は、文献研究において参考にされるばかりでなく、近年可能になった中国

での実態調査や歴史調査に際しても、旧中国社会の実像を語る資料として利用されて

いる。しかし、調査項目が多岐にわたったり、また資料名からは伺えない内容、或い

は調査者の意図を超えた内容を含んでいる場合もあり、資料の多角的かつ有効な利用

を困難にしている。

こうした状況に鑑み、本研究は、①現在の研究状況をふまえて資料の内容と性格お

よび利用価値を明らかにする解題を作成し、②この作業を通してこれら資料に窺える

中国認識を再検討すると同時に、歴史研究における調査資料の位置付けを再考しよう

とするものである。1970年代末以降の中国社会の変貌により伝統的中国社会の連続性

が再認識される今日、旧中国社会の実態究明は中国現代史研究における課題の一つで

ある 。

本研究は、①そのための基礎データを内外の研究者に提供し、②戦前期の中国社会

研究の批判的継承について新たな問題提起を行うことにより、今後の中国研究に大き
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く寄与するものと確信する。

【研究実績概要】 ， 

(1) 資料の研究； ① 研究の対象を中国主要部（華北、華中、華南）に関する調査

資料を対象とした。 ⑤メンバーがこれまでに未利用の各調査資料について、調査の

目的と内容、調査実施の背景事情などの検討を通して、資料の性格、利用価値、内容

を明らかにして解題を作成中である。 ① 既知の資料とも併せて、資料の相互関連性

を検討して系統的な資料の整理を継続した。 ④以上の計画のうち ⑤の作業を主

として継続した。その過程において ① の作業にかかわる問題として、戦前期日本

の調査機関の活動について未解明な点を明らかにするため検討を重ねた。また、メン

バー各自の個別研究と関連資料の状況を共有することを通して、調査資料は、本研究

の目指してきた旧中国社会の実態解明に役立つ資料としてだけでなく、具体的な問題

に示された日本の中国認識の変化を明らかにし得る資料としても有用であるとの共通

認識を得た。

(2) 資料の調査と収集； ① 東洋文庫の所蔵資料を中心に調査を行っているが、必

要に応じて他機関の調査も併行させて継続した。 ⑤既刊の目録に未収録の資料の発

掘につとめるとともに、東洋文庫の所蔵しない重要資料については可能な限り収集を

はかった。 ① 中国の調査資料の利用価値、内容などを明らかにした解題付きの目録

の刊行とともにデー タベースとしてコンピューターによる公開などについても今後の

課題として検討した。

【代表者】 本庄比佐子研究員

【分担者】 内山雅生（宇都宮大学教授）、三谷孝(-橋大学教授）、久保亨 （信州大

学助教授）、奥村哲（東京都立大学助教授）、坂野良吉（埼玉大学教授）

③ 【課 題】 「サンクト・ペテルブルグ所蔵内陸アジア出土文書の総合的研究」

（研究部プロジェクト ）

【期 間】 平成 8年10月～平成10年9月 (2ケ年間）

【目的】，

1900年、中国甘粛地方の敦燒において、 5世紀初めから11世紀までの文書群約 6万

点が発見された。これは中央アジア諸民族の興亡と中国の漢族との関係など、従来の

歴史研究の空白を一挙に埋める今世紀最大の原文書の出現である。その文書の内容は、

仏教文化を伝承した敦煙にふさわしく仏典の写本が最も多いが、敦煽を含む内陸アジ

ア出土の文書には、各宗教の教典、文学、歴史書、各種の行政関係・軍事の公文書、
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寺院関係などの私文書、暦、医薬書など多種多様である 。

ところが、発見より 10年ほどの短期間に、これらの文書はイギリス、フランス、ロ

シア、中国、日本など世界各地に四散秘蔵される結果となった。（財）東洋文庫は、一

敦煽文献研究センターとして、既にロンドン、パリ、北京にある敦煽文書のマイクロ

フィルムを組織的・網羅的に収集・研究してきた。今回は、交渉をかさねて唯一未収

集のロシア科学アカデミー東洋学研究所サンクト・ペテルブルグ支所蔵敦煽等文書を

マイクロ化することが可能になった。当文書には、漢文文献のほかにチベット語、ウ

イグル語、西夏語、ソグド語、コータン語、サンスクリット語などアジア諸言語の文

献を含んでおり、内陸アジアの歴史、言語、宗教、文学などについて、より一層の総

合的研究の推進に大きく寄与するものと確信する 。

【事業実績概要】 ， 

ロシア科学アカデミー東洋学研究所サン クト・ペテルブルグ支所所蔵の内陸アジア

出土文書には敦煽のほかにその周辺の吐魯番・黒水故城などより入手した文書がふく

まれている。しかし、その全容についてはこれまで 「アジア諸民族研究所所蔵敦煽漠

文写本目録』 (1963、67年モスクワ刊、計2,954点の著録）からしか、僅かにうかがい

知ることができなかった。最近では中国の上海古籍出版社刊 「俄蔵敦煽文献J(1996 

年10月現在 7冊刊行済）により、主に漠文仏典文書の影印1,614点を閲読できるが、

本プロジェクトにおける本格的な漢文文書のマイクロ化収集は、しばらく中国の影印

刊行を見守ることとする 。

東洋文庫では、 1953・ 4年に大英博物館所蔵A.スタイン卿将来の敦煽文書約8,000

点をマイクロ化して蒐集して以来、敦煽文献研究センターとしてその資料を一般に公

開し、共同研究を実施してきた。敦煽文書収蔵主要 4カ国のうち、今日ではロンドン

の大英図書館・旧インド省図書館の敦煽文書約16,000点 (92,000餡）、パリ国立図書館

約7,000点 (54,000駒）、北京図書館約9,000点 (13,000駒、一説に約16,000点現存する

とも言われる）のマイクロフィルムを積極的に蒐集し、公開してその研究成果を発表

してきている 。

今回、機会を得て1993年から実質的な交渉を重ねて、唯一未収集であったサンクト ・

ペテルブルグ支所所蔵の内陸アジア文書約19,000点 (250,000餡）をマイクロ化するこ

とが可能な状況になった。ロシアの敦煽・吐魯番等の文書群は、イギリス、フラ ンス、

中国の世界主要所蔵国のうち、研究分野においても、各民族の言語においても、質、

量ともにぬきんでている。従って、各言語の専門研究者を動員 して、まず厖大な文書

の総合的把握を行ない、順次言語別にマイクロ化を機能的に推進する必要がある 。と

りあえず、平成 8年3月及び 7月に国際交流基金アジアセンターの助成を得て、ロシ

アの敦煽．吐魯番等文書の各言語別の予備調査とマイクロ化技術等の設備状況の実施

調査などを行い、これを基礎に本事業計画では、ロシアの敦煙・吐魯番等文書の全マ

イクロ化を計画的に遂行している。本事業によりロシアの敦煙 ・吐魯番等の内陸アジ
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ア出土文書をマイクロ化して蒐集できれば、東洋文庫は世界最大の敦煽・吐魯番等文

書研究センターとなり、 5世紀から13世紀の中国を含む内陸アジア諸民族の興亡の歴

史的総合研究が格段に進展することが期待される 。

(1) ロシアの敦燒等文書は、その大部分が未整理・未公開であるので、各種の専門研

究者を現地に派遣し、西夏語、ウイグル語、コータン語、サンスクリット語の文献の

マイクロ化のほかに、敦煽周辺のカラホト、卜）レファン、コータンなどの将来文書お

よびチベット語、アラビア語文書のマイクロ化を 8年度、 9年度 (10年 9月まで）継

続して、年次別．言語別にマイクロ化中である。なお、平成 9年度 (10年 3月末）ま

での本プロジェクトにおけるマイクロ化による収集は、タングート（西夏）語、ウイ

グル語、コータン語、ソグド語、サンスクリット語、アラビア語など88reels 58,421 

駒を既に収集した。

(2) 蒐集したマイクロフィルムは、各言語・分野別に研究プロジェクトを編成し整理・

研究するとともに、フィルムを反転して広く一般に公開するため準備中である。また、

可能な限り日露共同チームを編成し、まずウイグル語文献目録を作成し公表するため

作業中である 。

［平成10年 3月末現在、後掲の 2)①の事業とともに実施した文書撮影のマイクロ・

フィルム収集の合計は、 153reels 92, 544鮪である 。］

【代表者】 佐藤次高研究部長

【分担者】 西田龍雄、池田温、梅村坦、福田洋一の各研究員
および熊本裕東京大学教授

2) 国際交流基金アジアセンター文化財保存支援助成の対象事業

① 【課 題】 「セント・ペテルスブルグ蔵敦燻等文書保存支援」

（プロジェクト代表：北村 甫理事長）

【期 間】 平成 7 年度• 8年度.9年度 (3ケ年間）

【事業の背景・目的】 ， 

1900年、中国甘粛地方の敦煽において、 5世紀初めから11世紀前半までの一大文書

群約 6万点が発見された。これは、中央アジア諸民族の興亡や中国の漠族との関係な

ど、従来の歴史研究の空白を一挙に埋める今世紀最大の原文書の出現である 。ところ

が、発見より 10年間ほどの短期間に、これらの文書はイギリス、フランス、ロシア、

中国、日本など世界各地に四散秘蔵される結果となった。東洋文庫は、敦燒文献研究

センターとして、すでにロンドンの大英図書館・旧インド省図書館約16,000点 (92,(XX)

齢）、パリ国立図書館約7,000点 (54,000餡）、北京図書館約9,000点 (13,000餡、一説に

約16,000点現存とも言われる）の敦煙文書のマイクロフィルムを組織的に収集してき
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た。今回は、唯一未収集のロシア科学アカデミー St.ペテ）レスブルグ所蔵敦燒等文

書の保全とそのマイクロ化により文書の収集を企画するものである。

【事業実績概要】 ， 

ロシアの St.ペテルスブルグ所蔵敦煽等文書の収集は、 1909年の S. オ）レデンブル

グ探検隊の派遣以来数次にわたって行われ、その文書数は約19,000点 (25万齢）に達

している 。この敦燈等文書は、漢文文献（紀年のある西暦406年から 1002年の写本）

の他に、チベット語（吐藩）、ウイグル語（トルコ系）、西夏（タングート）語、ソグ

ド語（イラン系）、コータン語、サンスクリット語など13世紀までのアジア諸言語の

文献を含んでいる 。その文書の内容は、仏教文化を伝承した敦煽にふさわしく仏典の

写本が最も多いが、その他各宗教の教典、文学、歴史書、行政・軍事の公文書、寺院

関係などの私文書、暦、医薬書など多種多様である 。そして、それら大半の漠文文献

の中には、他国収蔵の敦煙文書と縫合する文献が収蔵されてることも明らかとなって

いるが、未だその全容は不明なので、平成 7年度の予備調査のもとに文書の全マイク

ロ化を順次推進した。

(1) 未整理・未公開の St.ペテ）レスブルグ所蔵文書をマイクロ化によって保全（オ

リジナルネガ作成による保存支援）し、これを東洋文庫が収集できれば、世界最大の

敦燈等文書研究センターとなり、これらを日本内外の研究者に公開して、 5世紀から

13世紀の中国を含む内陸アジアの歴史、言語、宗教、文学などについて、より一層の

総合的研究を推進することが期待される 。

(2) ロシアの敦燻等内陸アジア出土文書には、イギリス、フランス、中国の所蔵をは

かるに上回る一大文書群であるので、その質・量を考えると 5ケ年計画のもとに全マ

イクロ化を期す。平成 9年度も、平成 8年度の西夏（タングート）語のマイクロ化収

集に引き続きウイグル語、コータン語等の撮影を継続した。

(3) タングート （西夏）語約3,000点、ウイグル語約4,000点、ホータン語約1,500点、

サンスクリット語約3,000点の中、本プロジェクトにおける平成10年 3月末までのマ

イクロ化による収集は、計65reels 34, 123齢である。

なお、平成10年度にマイクロ化収集計画のチベット語文書（約26,200齢）撮影の予備

調査のため、平成 9年 6月に約 2週間、専門研究者を派遣した。

［平成10年 3月末現在、前掲の 1)③の事業とともに実施した文書撮影のマイクロ・

フィルム収集の合計は、 153reels 92, 544駒である］

【申請責任者】 北村甫理事長

【担当責任者】 佐藤次高研究部長

【主要協力者】 山本達郎、西田龍雄、竺沙雅章、梅村坦、中見立夫の研究員
および熊本裕東京大学教授
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生科学工業株式会社寄付金特定事業 （南方史研究委員会）
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【事業名】 東南アジア研究資料収集整理プロジェクト［プロジェクト代表 山本達郎］

【期

【目

【事

間】

的】

業】

平成 7年度～同 9年度 (3ケ年計画）。

本事業は最初平成元年度より 6ケ年計画で完了する予定であったが、モ

リソン 2世文庫に関する事業は完了できなかったので、平成 7年度より

3ケ年をかけてその完成を期する 。

本プロジェクトは生化学工業株式会社社長水谷当弥氏の寄付金 5千万円

を以て、東南アジア研究を促進するため、その研究資料を収集・整理し、

研究者に公開することを目的とする。

‘
‘
j

jヽ

1

2

 

モリソン 2世文庫分類目録の作成を進めた。

東南アジア関係の資料の収集・補充・整理を進めた。

ー

榎一雄記念特定事業

【事業名】 榎一雄記念事業プロジェクト［プロジェクト代表 斯波義信］

【期

【目

【事

間】

的】

平成 7年度～同11年度 (5ケ年計画）。

平成 6年度で完了の予定であったが、コンピュータソフトの作成などに

時間がかかり、平成 7年度より第 2次事業として 5ケ年をかけて完成を

期する 。

本プロジェクトは榎家よりの寄付金 1億円を以て、同家より寄付された

故榎一雄氏旧蔵書の整理を行い、その目録を作成、刊行する。

業】 、̀
j
ヽ
！
ノ
＼
j

1

2

3

 

入カ・校正を続行した。

前年度に引続き、図書の整理を続行した。

榎文庫分類目録の作成を進めた。

v. 研究委員会

研究部の研究事業を企画実施する研究委員会は、 5部門の12研究委員会にわかれる。
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平成 8年度の各研究委員会に所属する研究員などは以下のとおりである。なお、専任 ・

兼任の研究員以外にも、外国人研究員、奨励研究員、特別研究員、各大学受入の国内

研修教員なども各々の専門研究分野に応じて便宜上、指導研究員所属の12研究委員会

のいずれかに所属させた。

第 1部中国研究

東亜考古学：関野 雄、田村晃一

古代史 ：宇都木章、越智重明、太田幸男、松丸道雄

唐代史（敦煙文献） ：池田 温、菊池英夫、氣賀澤保規、妹尾達彦、土肥義和

藤枝晃、松本明、姜伯勤、辛徳勇

宋代史：草野靖、佐伯富、斯波義信、竺沙雅章、千葉捉、中嶋

長谷川誠夫、柳田節子、吉田 寅、渡辺紘良、劉偉文

Mostern, A. Ruth 

明代史：鈴木立子、田中正俊、鶴見尚弘、山根幸夫、和田博徳、渡邊

唐文基

近代中国：市古宙三、滋賀秀三、田中正俊、本庄比佐子、矢澤利彦、松重充浩

張会オ、金相春

敏

宏

第 2部

日本

第 3部東北アジア研究

満洲 ・蒙古 （清代史）：石橋崇雄、岡田英弘、加藤直人、神田信夫、岸本美緒

C. A.ダニエルス、中見立夫、細谷良夫、松村潤、井上 治

Ishdorji, Tsogt-Ochir 

梅田博之、大江孝男、河野六郎、武田幸男、古屋昭弘、森岡朝鮮

日本研究

石塚晴通、上野英二、海野一隆、酒井憲二、佐竹昭広、田中時彦、辻本裕成

朽尾武、鳥海靖、中野真麻理、宮崎修多、柳田征司、山口謡司

和田恭幸

康、山内弘一

第 4部 中央アジア ・イスラム ・チベット研究

中央アジア・イスラム ：梅村 坦、片山章雄、後藤 明、小松久男、佐藤次高

清水宏祐、志茂碩敏、蔀 勇造、杉山正明、永田雄三、花田宇秋

林佳世子、本田賓信、三浦徹、森安孝夫、八尾師誠

山口（松尾）有里子

チベット：川崎信定、北村 甫、立川武蔵、西田龍雄、福田洋一、星

松濤誠達、御牧克己、山口瑞鳳

賓千代
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第 5部 インド・東南アジア研究

南方史：荒松雄、池端雪浦、石井米雄、小名康之、風間喜代三、辛島 昇

後藤均平、永積洋子、荻田博、原 貰、三根谷徹、山崎元一

山本達郎、西尾寛治

2.学術図書出版

東洋文庫和文紀要

『東洋学報』 第79第 1号～第 4号平成 9年 6月、 9月、 12月、平成10年 3月刊

A5判 4冊全448頁

東洋文庫欧文紀要

"Memoirs of Research Department of the Toyo Bunko" No. 55 1997年刊

B5判 112頁

東洋文庫各種研究委員会刊行物

日本研究委員会 （特別研究資料出版B)

「岩崎文庫貴重書書誌解題 II』 平成10年 3月刊 B 5判 vii +299頁

近代中国研究委員会

「近代中国研究彙報」第20巻 平成10年 3月巻 A5判 105頁

「戦前期中国実態調査資料の総合的研究」（基盤研究A(l)報告書）

チベット研究委員会

「チベット仏教基本文献第 3巻』

『チベット特別調査研究年次報告j

南方研究委員会 （特別研究資料出版A)

平成10年4月刊 A4判 124頁

平成10年3月刊 B 5判 91頁

平成10年3月刊 A5判 10頁

「AClassified Catalogue of Books in Western Languages on 
India in the Toyo Bunko (ID) : acquired duing the Years 1983-1994」

平成10年3月刊 B 5判 viii+ 168頁
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「AClassified Catalogue of Books on South-East Asia in Western 
Languages in the Toyo Bunko (II) : acquired duing the years 1979-1994」

東洋文庫諸目録・其他刊行物

「東洋文庫書報」 第29号

「東洋文庫新着図書目録」 第45号

「東洋文庫年報」（平成 8年度版）

3.講演会

平成10年3月刊 B 5判 viii+86頁

平成10年3月刊 A5判 112頁

平成10年3月刊 B 5判 132頁

平成10年 3月刊 A5判 74頁

春期 東洋学講座 （共通テーマ ；東西の地図に見えるアジア）

第437回平成 9年 5月20日（火）

「漢民族の華夷思想と地図」 東洋文庫研究員

第438回平成 9年 5月27日（火）

「江戸時代のアジア地図」

第439回平成 9年 6月3日（火）

大阪大学名誉教授海野 一隆氏

東海大学教授石山 洋氏

「ヨーロッパの地図に見るアジア」 岡山理科大学教授高橋 正氏

秋期 東洋学講座 （共通テーマ；中国新石器文化の最近の研究成果）

第440回平成 9年10月21日 （火）

「良渚文化の研究」

第441回平成 9年10月28日（火）

上智大学教授量 博満氏

「近年、赤峰紅山考古研究の進展」大手前女子大学教授秋山 進午 氏

第442回平成 9年11月4日（火）

「長江中流域における城郭集落の形成」京都大学助教授岡村秀典 氏

-33-



特別講演会 （不定期）

第 1回平成 9年 4月4日（金）

「ペレストロイカ後のロシアにおけるモンゴル研究：問題と展望 (1990-1996年）」

ロシア科学アカデミー民族学・人類学研究所

アジア部門部長 N. L. Zhukovskaia氏

第 2回平成 9年5月20日（火）

「EarliestSurviving Madrasas in the Islamic World: Seljuk 
Madras as of Damascus ; Architecture, Patronage and Society」

ダマスカス・フランス・アラブ研究所研究員

Abd al-Razzaq Moaz氏

第 3回平成 9年10月29日（水）

「チベット仏教とチベット医学の関係について

ータントラの戦士としての医者の役割ー」

チベット医学博士 Barry Clark氏

第4回平成 9年11月14日（金）

「ウズベキスタンにおけるスーフィー集団の活動と復活」

ウズベキスタン科学アカデミー

東洋学研究所上級研究員 Bakhtiyar Babajanov氏

第5回平成 9年11月14日（金）

「アリー・クシュチとテイムール朝文化」

ウズベキスタン科学アカデミー

第6回平成 9年11月20日 （木）

「中国芸術の 〈意境〉」

第 7回平成 9年11月28日（金）

「漢代軍事地理史における諸問題」

第8回平成 9年11月28日（金）

「介休伏神棲与宋元明山西的扶教」

東洋学研究所上級研究員 公samOrinbaev氏

北京大学哲学系教授 葉 朗氏

中国社会学院

歴史研究所研究員 辛 徳勇氏

中山大学歴史系教授 姜 伯勤氏
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第9回平成 9年12月 5日（金）

「AnEvaluation of the Sources for the History of Al-Andalus 
during the Period of the Taifa States (11th Century)」

モロッコ・テトウアン大学教授 M'hammad Benaboud氏

第10回平成10年 1月30日（金）

「明清福建経済契約文書について」

4.研 究 会（東洋文庫談話会）

平成10年 3月27日（金）

福建師範大学歴史系教授唐 文基氏

「近年における満州事変前東北地域史研究の成果と課題ー西村成雄「張学良一
日中の覇権と「満州」ー」（岩波書店、 1996年）の書評を軸としてー」

東洋文庫受入研修教員
広島女子大学助教授松重充浩氏

5.学術情報提供

I 研究者養成

東南アジア研究西尾 寛治 （東京大学文学博士）

「ムラユ世界における差異と共通性：前植民地期ムラユ王権の
比較分析を通して」

モンゴル研究井上 治 （早稲田大学P.D.)

「モンゴル語古文献の基礎的研究」

トルコ研究松尾 有里子 （お茶の水女子大学p.D.) 

「オスマン帝国中期における司法・文教組織ー「イルミェ」の
発展とウラマー（イスラム学識者）ー」
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II 研究者の交流および便宜供与のサービス

1) 国内研究者の受入

松重充浩内地研修教員（広島女子大学国際文化学部助教授）

「20世紀前半における東北アジア地域政治構造の分析ー中国東北地域政治情況

を中心として一」（平成 9年10月13日～10年 3月31日・県立広島女子大学の依頼）

2) 外国人研究者の受入

劉 偉文中国杭J‘|1大学歴史系講師

「前近代日中家庭形態の比較研究」 （平成 8年 5月以降 2ケ年間 ・私費）

張 会オ中国共産党中央党史研究室教授

「戦後日本における中国共産党史研究」 （平成 9年 9月 1日～10月28日 ・

日本学術振興会招聘）

ISHDORJI, Tsogt-Ochir モンゴル科学アカデミー歴史学研究所

首席上級研究員

「15~18世紀モンゴル語史料の研究 ーオロン ・スム文書を中心に一」

（平成 9年 9月以降10ヶ月間 ・国際交流基金特定地域専門家フェローシップ）

MOSTERN, A.Ruth アメリカ・カリフォルニア大学

バークレー校歴史学部講師

「宋代地域史の研究」（平成 9年 9月末以降 1ケ年間・ Fulbright-Hays Grant) 

辛 徳勇 中国社会科学院歴史研究所研究員

「秦漠魏晋南北朝軍事地理研究」 （平成 9年10月10日～12月 8日 ・

日本学術振興会招聘）

姜 伯勤中国中山大学歴史系教授

「ソグド人と東アジアの関係」 （平成 9年10月25日～12月23日・

日本学術振輿会招聘）

唐 文基中国福建師範大学歴史学部教授

「明代福建の地方経済研究」 （平成 9年11月13日～10年 2月 6日・私費）

金 相春中国北京師範大学歴史学部教授

「日・中・韓三国関係に関する史料の収集および学術交流」

（平成10年 3月 7日～ 3月31日・私費）
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3) 研究者の派遣

4) 外国人研究者への便宜供与

China (People's Republic) 

林

平

採

林

森

文

豪

石

書

和

綴

強

オ

全

戟

彦

英

楼

肖

燐

義

民

宏

秋

新

良

弟

愚

蓮

鵬

民

洪

喜

元

偉

鎮

岩

鳳

邦

郁

建

会

明

嘉

鉄

出

玉

偉

暁

周

松

紹

伏

紅

馬

祈

程

張

楊

劉

宋

朱

察

盛

程

牛

張

斬

胡

郡

輯

林

林

周

張

王

王

王

朴

張

呉

蒋

徐

謝

陳

上海師範大学人文学院歴史系教授

華東師範大学歴史系教授

湖北大学地方史研究室主任、教授

敦燈研究院学術委員会助理研究員

ヶ // 

杭州大学歴史系講師

中国社会科学院歴史研究所研究員

ヶ 考古研究所ク

山東大学歴史系教授

華東師範大学日本研究中心常務副主任、教授

北京大学中文系副教授

河南大学歴史系副教授

中国共産党中央党史研究室教授

貴州大学中文系副主任、教授

狭西師範大学歴史系教授

香港城市大学亜州語言講座教授

中国社会科学院日本研究所日本学刊編輯部主任

ヶ ク ク副主任

ク // ヶ 編輯

北京中国蔵学研究中心教授

大連市文物管理委員会

ク

北京大学歴史系教授

クク

ヶ 歴史系研究生

上海隻旦大学歴史地理研究所副教授

ク ク ク

北京大学

ク

ヶ 国際関係学院教授

南京大学歴史系副教授
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乾

静

智

川

剛

烈

勇

民

勤

江

浪

勇

倫

朗

苛

明

輝

輝

哲

春

力

埒

珠

芝

莉

混

玲

生

Urh
 

哲

蘊

一

宏

忠

徳

世

伯

雲

萬

頌

小

文

光

相

宗

冬

克

玉

莉

愛

其

An
 

a
 

周

郭

沈

周

王

陳

辛

歌

姜

買

王

徐

周

葉

胡

厳

趙

徐

蘇

金

呂

辞

斉

常

解

董

酒

施

Y

天津社会科学院日本研究所教授

// 歴史研究所教授

上海社会科学院 ヶ ク

元・山東大学歴史系講師

吉林省社会科学院文学研究所副研究員

広東省社会科学院歴史研究所副研究員

中国社会科学院歴史研究所歴史地理室主任、研究員

中央民族大学突蕨語言文化系教授

中山大学歴史系教授、敦燻研究院研究員

吟爾濱社会科学院院長、研究員

ク ク 東北亜研究所所長、研究員

北京大学歴史系副教授

東北師範大学日本研究所副教授

北京大学哲学系教授

上海・華東師範大学図書館館員

北京大学考古学系教授

ク ヶ 助教授

ク ク // 

，，，，，，，，//  

北京師範大学歴史系教授

香港科技大学人文学部助教授

吉林大学図書館副研究館貝

中国社会科学院歴史研究所科研処処長、副研究員

，，，， // 副研究員

外事局亜非処副処長

語言研究所研究員

，，，， 副研究員

，，，， 

ク

ヶ

，，，， 

ヶ

ク

ヶ

民族研究所 // 

China (Taiwan) 

劉馨理

朱拡源

張玉法

呂芳上

陳三井

台湾大学歴史研究所博士生

中央研究院近代史研究所研究員

ヶ ク ク

所長、研究員

研究員

ヶ // 

ク ク
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黄

慮
自

建

進

榮

// // 副研究員

中央研究院歴史語言研究所副研究員

Egypt 

'Abd 
al-A加imShara£ 

Muhammad Afifi 

Indonesia 

Adrim R Lapian 

a
 李

韓

孫

程

趙

馬

関

金

任

e
 

r
 ゚

k
 勘

淑

儘

芝

白

丙

美

大

相

健

景

庭

英

栗

勲

海

熙

Lebanon 

Assad Diab 

Mongolia 

T-0 IshdorJ1 

Ayudai Och江

Okhono1 
Ba tasaikhan 

Morocco 

M'hammad 
Benaboud 

Arabic Lecturer, Ministry of Foreign Affairs. 

Dr., Associate Prof., Faculty of Art, Cairo Umv. 

Professor, Univ. of Indonesia, Jakarta. 

東亜大学校教授

釜山教会史研究所神父

研究員

ク//

釜山教会史研究所研究員

ク ケ

韓国国立慶州博物館学芸研究官

国立中央固書館館員

慶北大学校教育学部教授

ク

President, U niversite Libanaise. 

Leading Senior Researcher, Dept. of Historiography, 
Institute of History, Mongolian Academy of Sciences. 

President, Insitute of Historiography, Mongolian 
Academy of Sciences. 

General Director, National Archives of Mongolia. 

Professor, Dept. of Historiography, Abdelmelke 
Essaadi Benaboud Univ. of Tetovas, Morocco. 
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Nepal 

Abhi Sdubedi 

New Zealand 

Barry Clark 

Pakistan 

Perveen Malik 

Saqib Malik 

Russia 

Vladlmlr 
L. Uspensky 

Natalia 
L. Zhukovskaia 

S. A. Arutrnnov 

M. I. Vorobyova-
Desyatovskaya 

Singapore 

Tham wai-fong 

Sudan 

Abdul Rahim Ah 

Syria 

Abd al-Razzaq 
Moaz 

'Abdull且hTurk 

Fa'iz al且alabi

Professor, Central Department of English, Tribhuvan 
Univ., Kirtipur, Nepal. 

Dr. of Tibetan Medicine. 

Asian Study Group, Islamabad. 

クケ

Research Fellow, Ph. D. Institute of Oriental Studies 
(St.Petersburg Branch), Russian Academy of Sciences. 

Research Fellow, Ph. D. Instiute of Ethnology 
and Anthropology, Russian Academy of Sciences, 

Moscow. 

ケク

Dr., Supervisor of Manuscript Department, Institute 
of Oriental Studies (St. Petersburg Branch), 

Russian Academy of Sciences. 

Librarian, National Univ. of Singapore Library. 

Rector, International African Univ. Khartum. 

Research Fellow, Institut Franc;ais d'Etudes Arabes, 
Damascus. 

Arabic Lecturer, Ministry of Foreign Affairs. 

ク
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Tun1Sla 

Muhammad Kerril Dr., Prof., Tunis Umv. 

Turkey 

Sumru Ozdoy Professor, Univ, of Bosphorus, Istanbul. 

U.K. 

Susan Whitfield Librarian, Dr. Chinese Section, The International 

U.S.A. 

David Pmgree 

R. Stephen 

Humphreys 

R. Bim Wong 

Christopher 
P.Atwood 

Ruth A. Mostern 

Uzbekistan 

Bakhtiyar 
Babajanov 

入samOrinbaev 

Dunhuang Project, The British Library. 

Professor of the History of Mathematics, 
Brown Univ. Providence, Rhode Island. 

Professor of Middle Eastern History and Islamic 
Studies, Department of History, Univ. of California, 

Santa Barbara. 

Lecturer, Department of History, Univ. of California, 
Irvine. 

Professor of Mongolian, Indiana Univ. 

Instructor, Department of History, Univ. of California, 
Berkeley. 

Dr. Abu Raikhan Beruni Oriental Studies Institute, 
Academy of Sciences Republic of Uzbekistan, 

Tashkent. 

Dr. Abu Raikhan Beruni Oriental Studies Institute, 
Academy of Sciences Republic of Uzbekistan, 

Tashkent. 
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Vietnam 

Phan Van Cac President, Sino-Norn Institute of Vietnam. 
（潅文閣）

Ill 研究会等への会場提供サービス

：王［三回数148竺I：丑I□竺I／圧I8E I 9丑I1：丑Il：茫Il：紐I:丑I,l丑I：紐I211:［:

IV 研究資料の覆刻・増刷の刊行サービス

東洋学報第78巻 4号，第79巻 1, 2, 3号 各500部

東洋文庫（別置）近代中国関係欧文図書分類目録 350部

西蔵仏教基本文献 (2) 100部

近代中国研究彙報第19号 70部

東洋文庫欧文紀要第54号など 2種 各 50部

v 参考情報提供サービス

「東洋文庫年報』 平成 8年度版 A5判 1冊 74頁 （刊行済）

（上記の出版を含めて、 2. 「学術固書出版」に一括されているので参照されたい。）

※なお、 《6.学術情報提供》における 「図書資料の閲覧（協力）サービス」、「研究資

料複写サービス」の事業報告については、「 I.図書事業』の項目に便宜上、 一括し

て掲載した。また、同じく「特定研究資料の収集」、「研究資料の補修再製本・製本」

等については、平成 9年度はとくに報告することはない。

-42-



6.職員の研究業績

期間：平成 9年4月1日～平成10年3月31日まで

略号： ①…著者 ②…編書 ③…論文 ④…学会動向 ⑤…書評 ・紹介

⑥…翻訳 ⑦…講演 ⑧…その他（評論・雑記・座談会等）

荒 松雄

①「インドーイスラム遺蹟研究ー中世デリーの「壁モスク」群ー」（未来社、 1997
年6月、 ix+350 + xx vii)。

池田 温

③ 「関子唐宋時代的結為兄弟憑」（朱雷主編「唐代的歴史与社会J、473~497頁、武

漢大学出版社、 1997年4月）、「「崇文穂目」管見」（「東方学会創立五十周年記念東方

学論集」、 85~102頁、東方学会、 1997年 5月）、 「唐代 〈法例〉小考」（中国唐代学会

編輯委員会編「第三届中国唐代文化学術研討会論文集J、75~90頁、 1997年 6月）、

「律令法」（谷川道雄・池田温・堀敏ー ・菊池英夫 ・佐竹靖彦編「魏晋南北朝隋唐時

代史の基本問題（中国史学の基本問題 2)」、 255~301頁、汲古書院、 1997年 6月）、

「正倉院文書と敦煙 ・吐魯番文書」（正倉院文書研究 5、126~140頁、吉川弘文館、

1997年11月）、「盛唐物価資料をめぐって一天宝 2年交河郡市佑案の断簡追加を中心

に一」（シルクロード研究創刊号、 69~89頁、創価大学シルクロード研究センター、

1998年 3月）、 ⑤ 「熾煽郡龍勒郷天賣六載籍の一断簡」（創価大学人文論集10号、 251
~260頁、創価大学人文学会、 1998年 3月）、「中村裕一著「唐代公文書研究」」（法制

史研究47、286~291頁、創文社、 1998年 3月）、⑦「敦燒願文与日本古代願文」（杭

1'1'1市中国敦煽学研討会、 1997年 9月11日）、「唐朝律令と古代日本律令」（台中市東

海大学歴史系紀念劉崇銃教授首届講座、 1997年11月20日） （台北市台湾師範大学歴

史系、 11月25日）、「敦煙・吐魯番文書と正倉院文書」（台中市東海大同前、 1997年11
月21日、台湾大学文学院、 11月26日）、「開於聖武天皇哀翰 〈雑集〉 」（台北市中国唐

代学会会員大会於台湾師範大学、 1997年11月23日）、⑧「「東方」誌を振り返って」

（東方200号記念特別号、 4~5頁、東方書店、 1997年11月）、「竹内先生を憶う」

（「竹内理三 人と学問」、 162~165頁、東京堂出版、 1998年 3月）。

石井米雄

⑦「シャン仏教の現状について」（パーリ仏教文化学会講演、 1997年11月13日、於愛
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知学院大学）。

石橋崇雄

③「マンジュ (manju, 満洲）王朝論一清朝国家論序説ー」 （森正夫 ・野口鐵郎・

濱島敦俊・岸本美緒 • 佐竹靖彦編「明清時代史の基本問題」、 285~318頁、汲古書

院、 1997年10月）、 「清朝の支配権と典礼ー特に清初前期におけるハン権 ・皇帝権と

即位儀礼 ・祭天典礼の問題を中心として一」（水林彪ほか編「王権の コスモロジー』

〈比較歴史学大系 1〉、 206~322頁、弘文堂、 1998年 4月）、⑤和田正広「中国官僚

制の腐敗構造に関する事例研究一明清交替期の軍閥李成梁をめぐってー」（満族史

研究通信 6、96~98頁、 1997年 5月）、⑦ 「満洲語からみる多民族国家清朝の政治・

社会 ・文化」（国士館大学オープンセミナー、 1997年 6月21日）、⑧「故宮博物院

〔北京〕（付．藩陽故宮博物院・避暑山荘）」（月刊しにか 9-1、14~17頁、大修館

書店、 1998年 1月）。

上野英二

②「岩崎文庫貴重書書誌解題IIj（日本研究委員会編、東洋文庫、 1998年 3月、 vii

+299頁）。

梅村 坦

①「世界の歴史 7 宋と中央ユーラシア』（中央公論社、 1997年 6月、共著、担当

第 2部「中央ユーラシアのエネルギー」、241~438頁、全478頁）、⑦ 「故・護雅夫教

授とトルコ学」（日本におけるトルコ研究：トルコの歴史、人類学、考古学、美術、

言語に関するシンポジウム1996-1997［在東京トルコ大使館］、1997年 4月19日）、

「日本におけるウイグル文書研究について」（［韓国］中央アジア学会1997年度春季

学術大会「中央アジア史：研究と史料』、ソウル大学校博物館講堂、 1997年 4月26

日）、 「マルコ＝ポーロとシルクロード世界」（中央大学クレセントアカデミー文芸・

教養講座、中央大学駿河台記念館、 1997年4月23日～12月 3日）、 「韓国中央アジア

学会に参加して」（野尻湖クリルタイ、 1997年 7月21日）、「中央ユーラシアの歴史

1、2」（国際理解セミナー：中央ユーラシアの歴史と文化ーシルクロードの旅人

の足跡を訪ね、その現在を識る 一、府中市生涯学習センタ ー、1997年11月 5日、 11

月7日）、⑧「追l‘卓・護雅夫先生」（内陸アジア史研究12、99~102頁、 1997年 3月）、

「護雅夫先生を偲んで」（東洋学報79-1、105~111頁、 1997年 6月）、「カーシュガ

リー、コルデイエ、シャヴァンヌ、ジュリアン、スタイン、護雅夫」（岸本美緒編

「歴史学辞典 5 人とその作品』、弘文堂、 1997年）。
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海野一隆

③「深田正室の‘万国全図'‘準天儀'‘自鳴鐘'」(土浦市立博物館紀要 8、11~29頁、

1997年3月）、④「ハーリ地図学史研究奨学金第 3回授与決定」（科学史研究201、33

頁、日本科学史学会、 1997年4月）、「ハーリ地図学史研究奨学金第 4回授与決定」

（地図35-2、26頁、日本国際地図学会、 1997年6月；科学史研究202、84頁、日本

科学史学会、 1997年6月）、⑦「漠民族の華夷思想と地図」（東洋文庫平成 9年度春

期東洋学講座、 1997年5月20日、要旨：東洋学報79-2、77~79頁、東洋文庫、 1997

年 9月）、 “GeneralPhenomena in the History of Cartography" (XVIIth In-

ternational Conference on the History of Cartography, Lisboa, 1997年 7月

9日、要旨： TheConference Abstracts, pp. 116~ 117)、⑧ 「慶長の砲術家多期

真房の測量術」（科学史研究201、51~54頁、日本科学史学会、 1997年 4月）、「たわ

むれ地図のはしり」（日本古書通信62-6、11~13頁、日本古書通信社、 1997年6月）、

「富士山の平面図いろいろ」（「江戸時代「古地図」総覧」〈別冊歴史読本〉、 24~27

頁、新人物往来社、 1997年7月）、「稲垣文庫の洋学史関係資料」（「早稲田大学蔵資

料影印叢書」洋学篇、月報15、1~2頁、早稲田大学出版部、 1997年 7月）、「剣阿

と‘地理図'」(会報 8、14~16頁、京都大学地理学談話会、 1997年 7月）、 「推定通

りだった異版「地球全図略説」」（日本古書通信62-10、8~9頁、日本古書通信社、

1997年10月）、 “Mapsand Mapping in Japan" (Encyclopaedia of the History 

of Science, Technology, and Medicine in Non-Western Cultures, ed. by H. 

Selin, pp. 578~580, Kluwer Academic Publishers, 1997)、「気をつけたい地図

学用語一近年の出版書籍から一」（地図清報17-3、28~30頁、地図情報センター、

1997年12月）、「司馬江漢」「日本風景論」（「岩波哲学・思想事典」 677頁、 1220頁、

岩波書店、 1998年3月）。

大江孝男

③“Korean Conjugational Ending -da and Japanese Copula da-An Analysis 

in Relation to Intonational Patterns- (Matumura, Kazuto and Tooru 

Hayashi, eds. : The Dative and Related Phenomena. pp．滋310.,Hituzi Syobo, 

Tokyo; June, 1997.）、【再録】「朝鮮語の語尾 -daと日本語の「助動詞」 da一発

話と文と形式ー」（「日本語学論説資料32(1995年発表論文集）」〈論説資料保存会〉、

【東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所編 ・アジア・アフリカ言語文化

研究48・ 49（創立30周年記念号 2)、359~369頁、 1995】)。

岡田英弘

①「妻も敵なり 中国人の本能と情念」（クレスト社、 1997年10月、 236頁）、「中国

意外史」（新書館、 1997年10月、 253頁）、「台潰的命運J（台北・新中原出版社、 1997
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年、 254頁、「台湾の命運jの中文版、楊鴻儒訳）、③「「民族幻想」の起源 国民国

家は解消しうるか」（大航海15、24~32頁、新書館、 1997年4月5日）、 ‘‘Haslund's

"Toregut Rarelro" deciphered" (Studia uralo-altaica 3 9, Historical and 

Linguistic Interaction between Inner-Asia and Europe, pp. 217~223, 1997)、

「地球日本史 7 モンゴルから始まった世界史① 草原の道が大陸の東西を結ぶ」

（産経新聞、平成 9年11月10日号、産経新聞社）、 「地球日本史 8 モンゴルから始

まった世界史② 世界征服の天命受けたチンギス・ハーン」（産経新聞、平成 9年

11月11日号、産経新聞社）、「地球日本史 9 モンゴルから始まった世界史③ モン

ゴル帝国は西へ」（産経新聞、平成 9年11月12日号、産経新聞社）、「地球日本史10

モンゴルから始まった世界史④ アジアと東ヨーロッパの統一」（産経新聞、平成

9年11月13日号、産経新聞社）、「地球日本史11 モンゴルから始まった世界史⑤

草原の道を通って伝わった資本主義」（産経新聞、平成 9年11月14日号、産経新聞

社）、 「地球日本史12 モンゴルから始まった世界史⑤ 大陸の時代から海洋の時代

へ」（産経新聞、平成 9年11月15日号、産経新聞社）、④ 「第40回国際アルタイ学会」

（常磐国際紀要 2、113~120頁、常磐大学国際学部、 1998年3月25日）、⑦「モンゴ

ル帝国とその継承国家」（第32回比較文化研究会、中央大学駿河台記念館510号室、

1997年 1月11日、全文：地域文化研究 2、62~76頁、地域文化研究会、 1997年12月）、

"Breaking arrows: How did Alan Ghuua show up in 16th-century Japan?" 

(The 40th Meeting of the Permanent International Altaistic Conference, Provo, 

Utah, 1997年 6月3日）、「歴史とは何か」（エグゼクテイブ・アカデミー朝食会、

ホテル・オークラ本館 2階エメラルド・）レーム、 1997年 6月27日、全文：エグゼク

ティブ ・アカデミー・シリーズ「歴史とは何か』、 1~39頁、（株）国際関係基礎研

究所、 1997年 8月）、「満洲文化とモンゴル文化」（あけぽの会、中野区沼袋地域セ

ンター洋室 3号、 1997年 7月18日）、 “TheMongolian Independence of 1911 

From the Chinese or the Manchus? " (The 7th International Congress of 

Mongolists, Ulaanbaatar, 1997年 8月14日）、「歴史とは何か：ほんとうの世界史

の作り方」（古代を学ぶ会、中野区勤労福祉会館、 1997年 9月22日）、 「大陸の歴史か

ら海洋の歴史へ」（第 2回静岡アジア ・太平洋学術フォーラム、シンポジウム 「海

のアジア・陸のアジア一新しいアジアの共生を求めて」、ホテル・センチュリー静

岡、 1997年11月26日）、「中国文化の種々相」（国際関係基礎研究所朝食会、ホテル・

オークラ別館12階星雲の間、 1998年 1月 9日、全文： （株）国際関係基礎研究所

『中国文化の種々 相』、 1~29頁、 1998年 2月）、 「古代史最前線からの眺望一基調報

告・討論」（新しい歴史教科書をつくる会第 3回シンポジウム、九段会館、 1998年

1月17日、全文：正論309、296~304、319~333頁、産経新聞社、1998年 5月）、「倭

人と倭国」（東アジアの古代文化を考える会、池袋東口生活産業プラザ 8階、 1998

年 1月24日）、⑧「官僚病の世界史」（大航海16、48~68頁、新書館、 1997年 6月、
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岸田秀との対談）、「巻頭インタビュー 日本は中国といかに付き合うべきか」（明

日への選択142、4~8頁、日本政策研究センター、 1997年11月）、「メッセージ」

（平成 9年国際学部専任教員一莞、 4頁、常磐大学国際学部、 1997年）、「ラジオタ

刊「妻も敵なり」」 (NHKラジオ、 1998年 1月26日18: 00--18 : 50)、「著者インタビュー

岡田英弘さん 「妻も敵なり 中国人の本能と情念」」 (Thisis読売、 1998年 3月号、

328~331頁、読売新聞社）、「妻も敵なり？ 中国人の行動原理」（中 fai103、17頁、

富士総合研究所、 1998年3月）。

越智重明

① 「戦国秦漢史研究 3』（中国書店、 1997年 8月、 545頁）、③「後漢時代の軍役」

（東方学会創立五十周年記念東方学論集、 1997年 5月、 255~268頁）、「少林寺拳法と

雑技」（久留米大学比較文化研究所紀要20、1997年 9月、 23~60頁）、「巫と雑技」

（久留米大学比較文化年報 7、1998年 3月、 39~84頁）、 「中国古代の官吏登用」（文

明のクロスロード MUSEUMKYUSHU 59、1998年 2月、 11~15頁）、⑦「清朝現

銀輸送と少林寺武術」（久留米大学産業経済研究会主催、 1997年 6月26日、要旨

「少林寺拳法と雑技」）、⑧「東アジアを中心とする雑技」 (CEL42、大阪ガス・エ

ネルギー文化研究所、 1997年9月、 9~11頁）、「中国雑技研究文献目録」（久留米大

学比較文化年報7、1998年3月、 65~118頁）。

風間喜代三

①「ラテン語とギリシア語」（三省堂、 1998年 3月、 214頁）、③「印欧語の車」（法

政大学教養部紀要104、1~29頁、 1998年 2月）、⑦「「ことばの文化誌」一foiegras 

について一」（群馬女子大学国文学会、 1997年6月28日）、⑧「英語語源辞典J（印欧

語関係事項担当、研究社、 1997年 6月）。

神田信夫

③「孔有徳の後金への来帰ー「天聰七年構jの検討を通して一」（「東方学会創立五

十周年記念東方学論集」、431~444頁、東方学会、 1997年 5月）、⑤「恒照 ・啓掠 ・

烏拉熙春著「愛新覚羅氏三代満学論集」」（満族史研究通信 7、128頁、満族史研究

会、 1998年 3月）、⑦「明清時代と天津」（「天津の歴史と文化」特別展記念講演、四

日市市立博物館、 1997年7月27日）、 「歴代宝案と中国構案」（文部省科学研究費重

点研究「沖縄の歴史情報研究」総括班研究会記念講演、沖縄県公文書館、 1997年12

月13日）、「Onthe Manchu Historical Office Archives〈満文内国史院構〉：A

study of the Documents of the Seventh Year of Tiancong天聰七年構」 Unter-

national Symposium on Non-Chinese Sources for Late Imperial Chinese 

History, University of California, Santa Barbara, 1998年 3月19日）、⑧ 「序」
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（『東方学会創立五十周年記念東方学論集」、巻首 1~ 2頁、東方学会、 1997年 5月）、

「石田さんの画業と東方学会」（「石田一郎画文集・風土と形象』、 10~13頁、 1997年

5月）、「弔辞」（東方学94、「護雅夫博士追悼録」、 141~ 142頁、東方学会、 1997年 7

月）、「第十巻後記」（「神田喜一郎全集第十巻」、 449~451頁、同朋舎、 1997年 9月）、

「シカゴ大学所蔵満洲語文献の調査の回想」（満族史研究通信 7、63~65頁、満族史

研究会、 1998年3月）。

岸本美緒

② r歴史学事典 5 歴史家とその作品』（責任編集、弘文堂、 1997年10月、 715頁）、

③ 「明清時代における 「挟価回贖」問題」 （中国一社会と文化12、263~293頁、中国

社会文化学会、 1997年6月）、 「明清時代の身分感覚」（森正夫 ・野口鐵郎 ・濱島敦

俊・岸本美緒•佐竹靖彦編「明清時代史の基本問題j 、 403~427頁、汲古書院、 1997

年10月）、「名刺の効用一明清時代における士大夫の交際ー」 （木村靖ニ ・上田信編

「人と人の地域史（地域の世界史10)』、 243~276頁、山川出版社、 1997年12月）。

草野 靖

③ 「隋初戸等制の成立とその意義（上）」（福岡大学人文論叢29-4、2835~2879頁、

福岡大学総合研究所、 1998年 3月20日）。

氣賀澤保規

② 「明治大学東洋史資料叢刊 1『唐代墓誌所在総合目録』」（氣賀澤保規編、汲古書

院、 1997年 5月、 iv+192頁）、③「法門寺的起源与拓跛育ー従法門寺北周碑文来分

析」（文博1997-2、43~46・ 95頁、中国・西安碑林博物館等、 1997年4月）、「金仙

公主和房山雲居寺石経一唐代政治史的一個側面」（「第三届中国唐代文化学術研討会

論文集」、 291~310頁、台湾 ・中国唐代学会、 1997年6月）、 「唐代西州における府兵

制の展開と府兵兵士」（東洋史研究56-3、90~140頁、東洋史研究会、 1997年12月）、

「「冊府元亀」隠された中国史の宝庫・帝王学書」（月刊しにか1998-3、45~49頁、

大修館書店、 1998年 2月）、⑤ 「明治大学東洋史資料叢刊 1 「唐代墓誌所在総合目

録」の編纂とその周辺」（明大アジア史論集 2、119~127頁、明治大学東洋史談話

会、 1998年 3月）、「程喜蹂 「吐魯番出土文書与歴史研究」の「付記と解説」」（明大

アジア史論集 2、63~68頁、明治大学東洋史談話会、 1998年 3月）。

後藤均平

⑧ 「書誌二題」（史苑58-2、1~ 4頁、立教大学史学会、 1998年 3月）。
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小松久男

③「ソ連邦の解体と中央アジア：トルキスタンをめぐって」（辛島昇・高山博編

「地域のイメージ」〔地域の世界史幻、 364~405頁、山川出版社、 1997年10月）、「危

機と応戦のイスラーム世界」（「岩波講座世界歴史21 イスラーム世界とアフリカ

18世紀末ー20世紀初」、 3~78頁、岩波書店、 1998年 2月）、⑦「中央アジアの革命

と民族」（アジア太平洋資料センター〔 PARC自由学校〕、 1997年 5月24日）、

'"Sarts'or'Turkistanilar': Debate on Group Names in Pre-Revolutionary 
Central Asia" (42nd International Conference of Eastern Studies,国立教育

会館、 1997年 5月31日）、「旧ソ連の対中央アジア民族政策ーウズベキスタンのタジ

ク人をめぐって」 (21世紀シ）レクロード研究会、中国研究所、 1997年 6月21日）、

"Turkistani: A Muslim Group Identity in Russian Central Asia" (Koc 
University, Faculty of Arts, Istanbul, 1997年10月16日）、「イスラーム世界と日

本一イブラヒムの夢と旅」（京都大学歴史研究会講演会、 1997年11月22日）、「革命の

中央アジアーブハラ人フィトラトの生涯」（明治学院大学横浜市民講座、 1997年11

月29日）、「トルキスタン人とサルト人一近代中央アジアの民族名論争」（「中央アジ

アにおける「民族」の創出に関する総合的研究」プロジェクト、 1998年 1月23日、

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所）、 ‘‘Migrationin Central Asia 

as Reflected in the Jadid Writings" (JCAS International Symposium at 
National Museum of Ethnology,国立民族学博物館地域研究企画交流センター、

1998年 3月10日）、「中央アジアのイスラーム：歴史と現在」（アジア理解講座「イ

スラーム・ダイナミズム」、国際交流基金・アジアセンター、 1998年 3月26日）、⑧

「トガン」・「バルトリド」（岸本美緒編「歴史学事典 5 歴史家とその作品」、弘文

堂、 1997年10月）。

佐伯 富

②「元代史研究の栞第一集』 (1997年 5月、私家版、 38頁）、「元代史研究の栞 第

二集」 (1997年12月、私家版、 78頁）、⑧「序文」（植松正「元代江南政治社会史研究」

序、 9頁、汲古書院、 1997年 6月）。

佐藤次高

①「イスラーム世界の興隆』（中央公論社、 1997年9月、 382頁）、③“TheProposers 
and Supervisors of al-Rawk al-Niisiri in Mamluk Egypt" (Mamluk Studies 
Revしew,The University of Chicago, vol. 2, pp. 73-92)、⑤「マクリーズィー著

「エジプト誌草稿本」」（東洋学報79-3、48~53頁、東洋文庫、 1997年12月）、⑦

"Islamic and Middle Eastern Studies in Japan: An Historical Review" (Ln 
ler Forum Academique AAMJ, Casablanca, 23 September 1997), "An Invi-
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ta tion to Islamic Area Studies" (At the 2nd Meeting of Asian Federation of 

Middle East Studies Associations, Seoul, 18 October 1997), "Islam in the 

Middle East Studies : Muslims and Minorities" (Keynote speech for Inter-

national Area Studies Conference : Islam in the Middle Eastern Studies. 

Muslims and Minorities, National Museum of Ethnology, 20 January 1998)、

「ナイルに生きる人びと」、「スルタンの時代」（渋谷区民大学講座 「栄光のナイル文

化ー王権 ・史跡・社会生活」、1997年10月13日、 11月28日）、「歴史から中東 ・イスラー

ム世界を見る」（日本中東学会公開講演会「中東・イスラーム世界理解のために」、

1997年11月 1日、慶応義塾大学三田キャンパス）、「世界史のなかのイスラーム」

（神中・神高・希望ケ丘高校創立百周年記念式典、 1997年10月25日、パシフィコ横

浜国立大ホール）、「サラデインとバイバルスーニ人の英雄の人と仕事」（明治学院

大学・横浜市民講座、 1997年11月22日）、⑧ 「「大航海時代」への視点」（聖教新聞、

1997年11月4日）、「イスラーム地域研究の可能性」（学術月報50-12、18~20頁、日

本学術振興会、 1997年12月）、 “InMemory of the Late Professor Mori Masao" 

(Memoirs of the Research Department of the Toyo Bunko 55, March 1997, 

pp.103-109)。

酒井憲二

②『寛永諸家系図伝 索引ー ・ニ」（監修、続群書類従完成会、 1997年 9月、 507頁）、

『甲陽軍鑑大成 5 影印篇上』（汲古書院、 1997年10月、 447頁）、「新明解国語辞典第

五版j（共絹、三省堂、 1997年11月、 1557頁）、『甲陽軍鑑大成 6 影印篇中』（汲古

書院、 1997年12月、 399頁）、 「甲陽軍鑑大成 7 影印篇下」（汲古書院、 1998年 1月、

332頁）、「岩崎文庫貴重書書誌解題Il』（日本研究委員会編、東洋文庫、 1998年 3月、

vii +299頁）、③ 「鈴鹿本今昔物語集の書誌」・「鈴鹿本今昔物語集研究史」（安田章

編 「鈴鹿本今昔物語集ー影印と考証一』、 479~497頁、京都大学学術出版会、 1997年

5月）、「国宝鈴鹿本今昔物語集の書写状況」（国語国文67-1、20~34頁、 1998年 1

月）。

滋賀秀三

⑤「張建国著『前漠文帝刑法改革とその展開の再検討」」（法制史研究47、299~303

頁、法制史学会、 1998年 3月）。

妹尾達彦

③「都市の生活と文化」（谷川道雄・池田温・堀敏ー ・菊池英夫 • 佐竹靖彦編『魏

晋南北朝隋唐史の基本問題j、汲古書院、 1997年 6月、 365~442頁）、「大明宮的建築

形式与唐後期的長安」（中国歴史地理論叢1997-4、97~108頁、映西師範大学歴史
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地理研究所、 1997年）、「中唐の社会と大明宮」（松本肇・川合康三編「中唐文学の

視角」、創文社、 337~354頁、 1998年 2月）、「唐代江淮塩税機関考論」（趙強訳、唐

史論叢 7、328~341頁、陳西師範大学出版社、 1998年 2月）、「唐開元長安城図作製

試論」（歴史人類26、43~91頁、筑波大学歴史・人類学系、 1998年 3月）、④「中国

唐史高級研究会第一期研討会に参加して」（唐代史研究会会報10、25~39頁、唐代

史研究会、 1997年7月）、⑤張国剛「隋唐五代史研究概述」（唐代史研究会会報10、

47~49頁、唐代史研究会、 1997年 7月）、⑦「動く王、不動の天ー中国の王権立地と

郊祀ー」（比較都市史研究会第271回例会、早稲田大学文学部、 1997年 6月21日、要

旨：比較都市史研究16-2、6~7頁、比較都市史研究会、 1997年12月）、「唐の長

安」（シンポジュウム「漢の長安と唐の長安」、筑波大学、 1997年 7月 5日）、 「唐代

都市的構造和文化」（中国唐史高級研討班第 2回会議、中華人民共和国北京市： 1約7

年 8月 6日）、「唐代長安城与関中平原的生態環境変遷」（中日合作漢唐長安城与黄

土高原首届学術討論会、中華人民共和国西安外語学院、 1997年 9月4日）、⑧「石

田幹之助」（「歴史学事典第 5巻 歴史家とその作品」、弘文堂、 1997年）。

武田幸男

②「朝鮮社会の史的展開と東アジア」（山川出版社、 1997年 4月、 XI+583頁）、③

「新羅官位制の成立にかんする覚書」（「朝鮮社会の史的展開と東アジア』、山川出版

社、 1997年4月、 98~127頁）、 「〈始祖廟〉記事と高旬麗王系」（「東方学会創立五十

周年記念東方学論集」、東方学会、 813~827頁、 1997年5月）。

立川武蔵

①“An Introduction to the Philosophy of Nagarjuna" (tr. by Rolf Giebel) 

(Motilal Banarsidass, Delhi, 213頁）、「マンダラ瞑想法」（角川書店、 1997年 9

月、 254頁）、③「神と世界の関係」（日本仏教学会年報62、133~146頁、日本仏教学

会、 1997年 5月）、 “Timein Buddhism" (Time, Language and Congnition, 

Senri Ethnological Studies 45、123~124頁、国立民族学博物館、 1998年3月24日、

「世界の聖化はいかにして可能か」（「アジアの環境 ・文明 ・人間j、275~288頁、法

蔵館、 1998年 3月31日）、⑧「ビンドゥイズムの展示」（民博通信79、62~69頁、国

立民族学博物館、 1997年12月26日）。

C. A.ダニエルス

③ 「明清時代の生産技術」（森正夫 ・ 野口鐵郎 ・ 濱島敦俊・岸本美緒•佐竹靖彦編

「明清時代史の基本問題」、125~154頁、汲古書院、 1997年10月）、「タイ系民族の王

国形成と物質文化ー13~16世紀を中心にして一」（新谷忠彦「黄金の四角地帯ーシャ

ン文化圏の歴史 ・言語・民族」、 152~217頁、東京外国語大学アジア ・アフリカ言
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語文化研究所歴史・民俗叢書II、1988年 3月26日）、⑧ 「新築祝い」（新谷忠彦「黄

金の四角地帯ーシャン文化圏の歴史 ・言語・民族』、 147~ 151頁、東京外国語大学

アジア・アフリカ言語文化研究所歴史 ・民俗叢書II、1988年 3月26日）、 「橋を渡し

て娘の幸福を祈る」（新谷忠彦「黄金の四角地帯ーシャン文化圏の歴史・言語・民

族』、 218~221頁、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所歴史・民俗叢

書II、1988年 3月26日）、 「樟脳の製造」 （新谷忠彦「黄金の四角地帯ーシャン文化圏

の歴史・言語・民族」、 262~265頁、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研

究所歴史・民俗叢書II、1988年 3月26日）。

竺沙雅章

③「元代華北の華厳宗一行育とその後継者たち ー」（南都仏教74・ 75、 1 ~32頁、

南都仏教研究会、 1997年12月20日）、 「唐代釈教文のテキストについて」（滋賀高義編

「唐代釈教文選訳注」、 13~21頁、大谷大学真宗総合研究所三朝高僧伝の比較研究班、

1998年 3月30日）、⑦ 「知られざる華厳宗の流れ」（東大寺現代仏教講演会、 1997年

11月 1日）。

鶴 見尚弘

③ 「中国の人口問題と地球環境」（家政教育研究 8、 1~ 6頁、 1997年 6月）、⑦

「日本における教員養成の現状」（大韓民国忠北大学校師範大学、 1997年 6月 3日）。

朽尾 武

③ 「百年歌の研究ー陸機 ・百年歌・敦煙本百歳篇を読むー」 （成城文芸161、 1 ~31 

頁、成城大学文芸学部、 1998年 2月25日）、⑦「敦煽本百歳篇と国文学について」

（和漠比較文学会第16回大会、於大阪大学、 1997年10月25日）。

鳥海 靖

② 「「国史大辞典」 15巻下（事項索引）」（共編、同編集委員会編、吉川弘文館、 1997

年4月、 890頁）、『日本史広辞典」（共編、同編集委員会編、山川出版社、 1997年10

月、 2275頁＋付録164頁）、③「旅する天皇一明治天皇の全国巡行」（国際交流75、39

~45頁、国際交流基金、 1997年 4月）、「国際化時代の歴史教育 歴史教科書の国

際比較の体験から」（歴史認識と歴史教育、 54~65頁、日本経済調査協議会、 1998年

2月）、④‘‘Modernand Contemporary History" (An Introductory Bibliogra-

phy for Japanese Studies, Vol. X Part II, Humanities 1993-94, pp. 105 ~ 136, 

Japan Foundation, Feb. 1998, Tokyo)、⑦「国際化時代の歴史教育」（福島県小

学校教員経験者研修会、福島県教育センター、 1997年10月14日、福島市）、 「日本は

何故国際的に孤立したかー1930年代の歴史をふりかえる」（中央大学学術講演会、
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1997年10月25日、沖縄県浦添市）、「近代日本の国際環境と対外政策ー 1871年～1933

年ー」（日本・フィリピン歴史相互認識会議、国際教育情報センター、 1998年 3月

2日、東京）、「「品川弥二郎関係文書』」第 4巻（共同校訂、尚友倶楽部、 1997年12

月、 459頁）。

中嶋 敏

③「洪杏要「大冶賦」」（東洋研究125、49~75頁、大東文化大学東洋研究所、 1997年

11月25日）、「洪杏穂「平齋文集」諸本考」（汲古32、36~40、17頁、汲古書院、 1998

年 1月）。

中野真麻理

②「法華経注一石ヲ緊メテ玉ヲ取）レー」（「中世の知と学」、 219~246頁、森話社、

1997年12月 1日）、「岩崎文庫貴重書書誌解題IlJ（日本研究委員会編、東洋文庫、

1998年 3月、 vii+299頁）、③「「西行修行記Jについて」（調査研究報告18、285~300

頁、国文学研究資料館、 1997年 6月）、 「「一乗拾玉抄」奥書孜ー奥什l猿賀山神宮寺ー」

（国語国文67-1、1~19頁、京都大学、 1998年 1月）、 「風の歌ー「一乗拾玉抄J所

引和歌孜ー」（国文学研究資料館紀要24、247~275頁、 1998年 3月）。

中見立夫

①「東アジア（国際情勢ベーシックシリーズ①）」（小島朋之•国分良成ほかと共著、

自由国民社、 1997年 7月、 477頁）、③ 「“大モンゴル主義’'の歴史的展開と現在」

（シリ ーズ中国領域研究 5［中国における漸進主義的改革の再検討一国際比較の視

点から］、 66~70頁、文部省重点領域研究113〈現代中国の構造変動〉、1997年 7月

31日）、「近代東アジア国際関係における“宗主権”-〈日清戦争国際シンポジウム〉

におけるジャムスラン報告に寄せて一」（東アジア近代史学会編・日清戦争と東ア

ジア世界変容、 265~276頁、ゆまに書房、 1997年 9月）、④「三“故宮'’七十年」（満

族史研究通信 6、50~63頁、満族史研究会、 1997年 3月）、「モンゴル研究、その歩

みと将来」（アジアセンターニュース 7、19~20頁、国際交流基金、 1997年11月）、

「シンポジウム： 清朝史料の世界」（通信91、38~39、62頁、アジア・アフリカ言語

文化研究所、 1997年11月25日）、「米国における東北アジア関係史料調査から」（ニュー

ズレター 9、35~44頁、近現代東北アジア地域史研究会、 1997年12月）、「東アジア

の社会変容と国際環境、平成 9年度第 1回（通算第12回）研究会、国際シンポジウ

ム：モンゴル文書史料の世界一あらたな展望を求めて一」（通信92、64~65頁、ア

ジア・アフリカ言語文化研究所、 1998年 3月25日）、⑦「“大モンゴル主義’'の歴史

的展開と現在」（重点領域研究113 〈現代中国の構造変動〉 A05 班 •B O 1班合同

研究会「近代モンゴル地域研究の現段階」、 1997年 4月 5日、京都大学経済研究所
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会議室）、 “I.Y. Korostovets and the Mongol Problem of Independence in the 

early 1910s" (35th International Congress of Asian and North African Studies, 

1997年 7月10日、 Budapest,the Budapest University of Economics)、“H．凡

KopocToseu 6a 1910-aa,/lOHbl 3X3H ve雌 HMoHrOJibIH TYcraap TOr-

THOJib!H acyy,/laJI" (0JIOH YJICbIH MoHrOJIIJ 3p八3MTH雌 VlIYIX xYPaJI, 1997 

年 8月15日，立aaH6aaTaP,Chinggis Khaan Hotel)、「藩陽所在歴史構案与日

本人“東洋史”学者」(“近代中国東北鉄路与日本”国際学術研討・交流会、 1997年 8

月19日、藩陽・遼寧大夏）、 “Onthe Daily Life of the Mongol Prince Gtingstin-

gnorbu in the Late Qing, as seen in Wang Guojin's Neimenggu Jiwen [Inner 

Mongolia: a Memoir]" (International Symposium on Non-Chinese Sources 

for Late Imperial Chinese History, 1998年3月19日、 Universityof California, 

Santa Barbara)、⑧ 「イタリアにロシア外交官の影を追って」（近代日本研究通信

27、100~101頁、 1997年 4月30日）、「浅川巧」（「民間学事典』【人名編】、 7~8頁、

三省堂、 1997年 6月）。

永積洋子

②「18世紀の蘭書注文とその流布J（平成 7-9年度科学研究費補助金基盤研究B

研究成果報告書、 437頁）、③“Improvementsin Dutch Language Skills and the 

Russian Question in Japan: 1739-1805" (Memoirs of the Research Department 

of the Toyo Bunko, No. 55, pp. l-21)、⑦「オランダ史料から見た17世紀の台湾

貿易」（第七届中国海洋発展史国際研討会、台湾中央研究院中山人文社会科学研究

所、 1997年 5月3日）。

八 尾 師誠

①『Ketabshen且sidar zamine-ye t且rikh, joghr且fiyava qowm-negari-ye 

mahalli-ye Iran : az shoru-e chap-e sangi ta sal-e 1374』(Insti tu te for the Study 

of Languages and Cultures Asia and Africa [Studia Cul turae Islamicae no. 

61 : Iranian Studies 12], Tokyo, 1997, 249pp)、『イラン近代の原像一英雄サッ

タール・ハーンの革命ー』（東大出版会、 1998年 3月、 257+17頁）、③「国民国家イ

ランにおける「地方史・誌」の出版と中央・地方関係」（後藤晃・鈴木均編「中東

における中央権力と地域性ーイランとエジプトー」、 305~ 350頁、アジア経済研究

所、 1997年4月）、 「異文化としてのイスラム」（『世界史ヘ一新しい歴史像をもとめ

てー」、 217~234頁、山川出版社、 1998年 3月）、 「“イラン現代史研究所”とイラン

近現代史研究の現況」（史朋30、26~41頁、 1998年 3月）。
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原 貫

② r水野弘元著作選集 第 1巻ー第 3巻」（春秋社、 1997年：「あとがき ー 「水野弘

元著作選集」全三巻の刊行を終えて」〔第三巻〕、 477~479頁）、③“Onphrases not 

shared by the Mahabharata and Ramayar:ia" Undologica Taurinensia, vols. 

XIX-XX, 1993-94, Torino Italy, pp.147-168), "Bhartr.-p叫 a-ni9kraya-The 

Hindu Concept of Loyalty to the Kings" (Bulletin of the Deccan College 

Post-graduate and Research Institute, vols. 54-55, 1994-1995, Sir William 

Jones Volume Commemorating the Bicentenary of His Death (1794-1994) 

(Fune 1997) pp.299-311), "An~I}ya" (Langue, styleetstructuredanslemonde 

indien, Centenaire de Louis Renou, Actes du Colloque international, Paris, 

25-27 janvier 1996, edites par Nalini Balbir et Georges-Jean Pinault avec la 

collaboration de Jean Fezas, Paris, 1996, pp.235-261), "A Note on dharmasya 

suk9ma gati}:i" (Beyond Orientalism, The Work of Wilhelm Halbfass and its 

Impact on Indian and Cross-Cultural Studies, edited by Eli Franco and Karin 

Freisendanz, Poznan Studies in the Philosophy of the Sciences and the 

Humanities volume 59 Amsterdam-Atlanta, 1997, pp. 515-532), "A Note on the 

Buddha's Asceticism, The Liu du ji jing (Six Paramita-sutra) 53" (Baudd-

hauidyasudhakarar;, Studies in Honour of Heinz Bechert on the Occasion of 

His 65th Birthday, Indica et Tibetica 30, Swisttal-Odendorf, 1997, pp. 249-

260), "Sri-Mistress of a King" (Orientalia Suecana, vol. XLV-XLVI, pp. 33-

61, Uppsala, 1997), "The Losing of tapas" (India and Beyond, Aspects of 

Literature, Meaning, Ritual and Thought, Essays in Honour of Frits Staal 

ed., by Dick van der Meij, London and New York, 1997, pp. 226-248), "A 

Note on the Epic phrase jiuan-mukta" (The Adyar Library Bulletin, vol,60, 

Diamond Jubilee Volume, 1996, pp.181-197), 「tvam 古典梵語二人称不敬代

名詞」（インド思想史研究 9、78~92頁、京都、 1997年）、④「ドブロブニック国際

梵文叙事詩プラ ーナ会議 (DICSEP)」（東洋学報79-3、55~61頁、東洋文庫、 1997

年12月）、⑤“M.A.Mehendale, Reflections on the Mah且bharataWar" (Indian 

Institute of Advanced Study, Shimla 1995 ; lndo-lranian Journal, vol.40, 1997, 

pp. 267-270)、⑦「古典インドの女性観』（国際仏教学大学院大学公開講座、 1997年

7月5日）、 “Theconcept of atman in the Bhagavadgit且’'（FirstDubrovnik 

In tern a tional Conference on the Sanskrit Epics and Pur恥as,August 11, 1知）、

「ラーマーヤナの変遷」（国際交流基金アジア理解講座〔第一回より第三回〕、 1997

年10月6日、 13日、 20日）。
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古屋昭弘

③「「正字通」版本及作者考」（中国語文学術論文集、 101~ 107頁、北京商務印書館、

1997年 6月）、「魏際瑞と17世紀の江西客家方音」（橋本萬太郎紀念中国語学論集、 2OO

~274頁、内山書房、 1997年 6月）、「万済国「官話語法」中的羅馬字耕音」（慶祝唐

作藩教授七十寿辰学術論文集、 121~ 134頁、北京語言文化大学出版社、 1扮闘三1月）、

「明代知識人の言語生活一万暦年間を中心に一」（現代中国語学への視座・言語篇、

145~ 165頁、東方書店、 1998年 3月）、⑤「影印本『正字通』 四種について」（中国

図書9-9、7~9頁、内山書店、 1997年 9月）、⑧「明代の “V倒”について」（中国

語学研究開篇16、99~102頁、好文出版、 1997年12月）。

森安孝夫

③「ウイグル文字新考一回回名称問題解決への一碇石ー」（『東方学会創立五十周年

記念東方学論集』、 1238~1226頁（逆頁）、東方学会、 1997年 5月）、「大英図書館所

蔵）レーン文字マニ教文書 Kao.0107の新研究」（内陸アジア言語の研究12、41~71 

+4頁）、「〈シルクロード》のウイグル商人ーソグド商人とオルトク商人のあいだー」

（［岩波講座世界歴史11 中央ユーラシアの統合』、 93~119頁、岩波書店、 1997年11

月）、⑧「榎一雄」、「ペリオ」（「歴史学事典 5 歴史家とその作品』、 107~108、503

~504頁、弘文堂、 1997年10月）。

矢 澤利彦

①『グリーン・ティーとブラック・ティー」（汲古書院、 1997年 5月、 232頁）、『東

西文化交渉史」（再版、大空社、 1997年 9月；新たに「マッテオ・リッチと嬰太素」、

「最初の漠訳聖書」の二編追補）。

柳 田征司

②「岩崎文庫貴重書誌解題Il」（日本研究委員会編、東洋文庫、 1998年 3月、 vii+

299頁）、③「桑山浩然氏蔵『十八史略』三国の抄物」（抄物の研究 8、1~41頁、抄

物研究会、 1998年 1月）、「岩崎文庫貴重書誌解題稿ー古活字版の部（五）ー」（東洋

文庫書報29、1~48頁、東洋文庫、 1998年 3月）、⑤「大塚光信著『抄物きり したん

資料私注J（国語学192、27~32頁、国語学会、 1998年 3月）。

柳田節子

②『アジア女性史一比較史の試みーj（林玲子と共同監修、明石書店、 1997年 6月、

594頁）、③「宋代婦女的離婚・再嫁与義絶」（『慶祝郡広銘教授九十華誕論文集J、
河北教育出版社、 290~297頁、 1997年 4月）、⑦「宋代の父老」（唐代史研究会、於

箱根、 1996年 7月 7日、要旨：唐代史研究会会報10、22~24頁、 1997年 7月）。

-56-



山内弘一

③「夷と華の狭間で一輯元震に於ける夷秋と中華ー」（東洋文化研究所紀要132、39

~84頁、東京大学東洋文化研究所、 1997年 2月）、「金邁淳の学問観一清儒への評価

をめぐって一」（武田幸男編 「朝鮮社会の史的展開と東アジア』、 385~408頁、山川

出版社、 1997年 4月）、「李朝後期の戸籍編成について一特に地方の場合を中心に一」

（武田幸男編「朝鮮後期の慶尚道丹城県における社会変動の研究(II) 学習院大

学蔵朝鮮戸籍大帳の基礎的研究 (3)-J、学習院大学東洋文化研究所調査研究

報告33、1~32頁、 1997年 6月）。

山根幸夫

①「大正時代における日本と中国のあいだ』（研文出版、 1998年 3月、 218頁）、③

「明太祖と宝訓」 （「東方学会創立五十周年記念東方学論集j、1157~1170頁、東方学

会、 1997年 5月）、「明太祖与 〈宝訓〉」（「明史論文集ー第六届明史国際学術討論会』、

406~409頁、中国明史学会・朱元障研究会、 1997年 8月）、「日本関子中国東北史的

研究」（社会科学戦線1997-6、184~186頁、社会科学戦線雑誌社、 1997年11月）、

⑤「〈明帝列伝〉全十三冊」（明代史研究25、123~127頁、明代史研究会、 1977年 4

月）、「佐藤正憲「明代の律編纂考一洪武年律編集の二、三の史料の再検討から」

（法制史研究46、280~285頁、法制史学会、 1997年 3月）、「1996年明代史論著目録」

（明代史研究25、137~142頁、明代史研究会、 1997年 4月）、 「1994~95年緯国明代史

論文目録」（明代史研究25、143~144頁、明代史研究会、 1997年 4月）、⑦「明治以

降日本における明史研究の発達」（南開大学歴史研究所明清史研究室、 1997年 6月

16、17日）、「呂坤与 〈居官必要〉 」（第 7届明史国際学術討論会、 1997年 8月14日、

吉林省長春市天都大酒店）、⑧「呉傑先生を偲ぶ」（明代史研究25、 1~10頁、明代

史研究会、 1997年 4月）、「小山正明氏の逝去を悼む」（明代史研究25、11~14頁、明

代史研究会、 1997年 4月）、「 〈黄遵憲文集〉序言」（学土巻 2、148~151頁、広東高

等教育出版社、 1997年11月）、「編集後記」（汲古31、52~53頁、古典研究会、 1997年

7月）、「編集後記」（汲古32、54頁、古典研究会、 1998年 1月）、「田所義行先生をし

のんで」（東京女子大学学報522、3頁、東京女子大学、 1998年 1月）、「私のベスト

3」（東方200号、 35~36頁、東方書店、 1997年11月）。

山崎元一

③「ラーマの王国一「ラーマーヤナ」の王権論ー」 （「東方学会創立五十周年記念東

方学論集』、 1214~1224頁、東方学会、 1997年 5月）、 “TheImportance of the 

Dotted Record" (Indian Journal of Buddhist stud詔s,VI-1/2, 1994, pp. 125-

127)、“SocialDiscrimination in Ancient India and I ts Transition to the 
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Medieval Period" (Caste System, untouchability and the Depressed, ed. H. 

Kotani, New Delhi, 1997, pp. 3-19)。

吉田 寅

①「宣教師刊中国語医学書と関連資料ー中国プロテスタント初期医療伝道の資料的

考察ー』（立正大学東洋史研究室、 1997年10月、 205頁）、②「アジア・アフリカ事典j

（教育出版センター、 1997年7月、 969頁）、③ 「中国プロテスタント伝道と中国語定

期刊行誌」（キリスト教史学51、74~92頁、キリスト教史学会、 1997年 7月）、 「宣教

師刊中国語定期刊行誌の中国版と日本版ー「六合叢談』の資料的考察ー」（立正史

学82、1~24頁、立正大学史学会、 1997年9月）。
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III 
業 務 報 告

1.総務報告

i 財団法人東洋文庫理事会・評議員会の開催

理事会

第301回 開催日平成 9年 6月17日（火曜日）

出席者北村甫，石井米雄，佐藤次高，斯波義信，田中正俊，中根千枝

林健太郎，山本達郎，秋山哲兒

委任状岩崎寛禰，木田 宏，河野六郎，中村俊男

第302回 開催日平成 9年 6月17日（火曜日）

出席者北村甫，石井米雄，佐藤次高，斯波義信，田中正俊，中根千枝

林健太郎，山本達郎，秋山哲兒

委任状岩崎寛禰，木田 宏，河野六郎，中村俊男

第303回開催日平成 9年 12月2日（火曜日）

出席者北村甫，石井米雄，木田 宏，佐藤次高，斯波義信，田中正俊

中根千枝，山本達郎，秋山哲兒

委任状 岩崎寛す爾，河野六郎，中村俊男，林健太郎

評議員会

第137回 開催日平成 9年 6月17日（火曜日）

出席者岡野澄，神田信夫，佐竹昭広，中嶋敏，前田充明

委任状 井村裕夫，奥島孝康，田部文一郎，鳥居泰彦，中田乙一

蓮賓重彦

第138回 開催日平成 9年12月2日（火曜日）

出席者岡野澄，神田信夫，佐竹昭広，中嶋敏，前田充明

委任状 井村裕夫，奥島孝康，田部文一郎，鳥居泰彦，中田乙一

蓮賓重彦，日比野丈夫
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II 東洋学連絡委員会の開催

前期開催日平成 9年 6月 3日（火曜日）

出席者北村甫 （委員長），日比野丈夫

議題 1.平成 8年度財団法人東洋文庫事業報告について

2.平成 9年度財団法人東洋文庫事業計画について

3. その他

後期開催日 平成 9年11月18日（火曜日）

出席者北村甫 （委員長），尾崎康，斯波義信，竺沙雅章，中嶋敏

西田龍雄

議題 1.平成 9年度財団法人東洋文庫事業中間報告について

2.平成10年度財団法人東洋文庫事業計画案について

3.その他

2.人事報告

I. 役員異動

年月日 役職名 氏 名 区分 備 考

9. 4. 1 評 議 員 吉 川 弘之 退任
，，，， ク 蓮 賓重彦 就任

9. 6.17 監 事 白石元良 退任

ク 評 議 員 長谷川周重 ク

ク 監 事 茅野静逸 就任

9.12.15 評 議 員 井村裕夫 退任

9.12.16 ク 長尾 云盲 就任
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II． 職員異動

年月日 役職名 氏 名 区分 備 考

9. 4. 1 研究員（奨励） 井上 治 委嘱

ク ク 西尾寛治 // 

ケ ，，，， 松 尾有里子 ケ

ケ 司 書 牧 武 就職

9. 8. 7 研究員（兼任） 渡辺 宏 逝去

9.12.12 司 書 小山 勲 ケ

10. 1. 1 研究員（兼任） 辛島 昇 委嘱

ク ク 岸本美緒 // 

ケ ク 辻本裕成 ク

ク ，，，， 中 野真麻理 ク

ケ ク 萩田 博 ，，，， 

ケ ケ 細 谷良夫 ，，，， 

ク ク 吉田 寅 ケ

ク ケ 和田恭幸 ク

10. 3.31 司 書 沢崎京子 退職 国会図書館へ就職予定

ク 研究員（奨励） 山口（松尾）有里子 退任
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w 役職員名簿

平成10年3月31日現在の財団法人東洋文庫の役職員は、以下のとおりである。

1.役員

役職名 氏 名 現 職

理事長 北村 甫 東京外国語大学名誉教授

理 事 石井米雄 神田外語大学長 京都大学名誉教授

ク 岩崎寛！爾 東山農事株式会社代表取締役社長

ク 木田 宏 財団法人新国立劇場運営財団理事長

ケ 河野六郎 日本学士院会員 東京教育大学名誉教授

ケ 佐藤次高 財団法人東洋文庫研究部長 東京大学教授

ケ 斯波義信 財団法人東洋文庫図書部長

国際基督教大学教授

ケ 田中正俊 東京大学名誉教授

ク 中根千枝 財団法人民族学振興会理事長

日本学士員会員 東京大学名誉教授

ク 中 村俊男 株式会社三菱銀行相談役

ク 林 健太郎 東京大学名誉教授

ケ 山 本達郎 日本学士院会員 東京大学名脊教授

財団法人東洋文庫附置ユネスコ東アジア顧文化問
研究センター

ケ 秋山哲兒 財団法人東洋文庫総務部長

皿臣と 事 種田公二 株式会社パスコ監査役

，，，， 茅 野静逸 三菱金曜会事務局長

評議 員 岡野 澄 東京工業高等専門学校名誉教授

財団法人東洋文庫附置ユネスコ東アジア顧文化問
研究センター

ケ 奥島孝康 早稲田大学総長

ケ 神 田信夫 明治大学名誉教授

ク 佐竹昭広 京都大学名誉教授

ク 関 野 雄 東京大学名誉教授

ク 田部文一郎 三菱商事株式会社相談役

ケ 鳥居泰彦 慶応義塾長
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•• , 

役職名 氏 名 現 職

評議員 長尾 真 京都大学長

ケ 中嶋 敏 東京教育大学名営教授

ク 中 田乙一 三菱地所株式会社相談役

ケ 蓮賓重彦 東京大学長

// 日比野丈夫 大手前女子大学長 京都大学名誉教授

// 前田充明 城西大学名巻教授

財団法人東洋文庫附置ユネス コ東アジア顧文化問
研究センター

2. 東洋学連絡委員会委員

役職名 氏 名 現 職

委員長 北村 甫 財団法人東洋文庫理事長

未女 員 入矢義高 花圏大学客員教授 名古屋大学名誉教授

ケ 江 上 波夫 古代オリ エント博物館長 東京大学名脊教授

ケ 尾崎 康 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫教授

斯波義信 財団法人東洋文庫図書部長

ケ 国際基督教大学教授

// 竺沙雅章 大谷大学教授 京都大学名誉教授

ク 中嶋 敏 東京教育大学名誉教授

ク 西 田 龍雄 学術情報センタ ー教授

ク 日比野丈夫 大手前女子大学長 京都大学名巻教授
，，，， 本 田 賓信 名古屋商科大学教授 京都大学名誉教授

ケ 間野英二 京都大学教授

ケ 山 本達郎 日本学士院会員 東京大学名誉教授

3.名誉研究員

氏 名 現 職

W.Tデ ・バ リイ コロ ンビア大学教授

J ジェルネ 第 7パリ大学教授

フランス国立高等研究院研究指導員

H フランケ ミュンヘン大学教授

L ペテッ ク ローマ大学教授
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4.職員

（平成10年3月31日現在）

部名 職 名 氏 名 現 職

研究部 部 長 佐藤次高 東京大学教授

研究員（兼任） 荒 松雄 東京大学名誉教授

ク 池田 温 創価大学教授

ク 池端雪浦 東京外国語大言学語文ア化ジ研ア・
アフリカ 究所教授

ク 石井米雄 神田外語大学長

ク 石塚晴通 北海道大学教授

ケ 石橋崇雄 国士館大学教授

ク 市古宙三 お茶の水女子大学名誉教授

ク 上野英 二 成城大学教授

ケ 宇都木 章 青山学院大学名巻教授

ク 梅田博之 麗澤大学教授

// 梅村 坦 中央大学教授

ク 海野一隆 大阪大学名誉教授

ク 大江孝男 東京外国語大学名誉教授

ケ 太田幸男 東京学芸大学教授

ク 小名康之 青山学院大学教授

，，，， 越 智重明 九州大学名誉教授

// 岡田英弘 常磐大学教授

ケ 風間喜代三 法政大学教授

// 片山章雄 東海大学助教授

ク 加 藤直人 日本大学教授

ク 辛島 升E 立正大学教授

ク 川 崎信定 筑波大学教授

，，，， 神 田信夫 明治大学名誉教授

ク 菊池英夫 中央大学教授

ケ 岸本美緒 東京大学教授

ケ 草野 均-'-土弓 福岡大学教授

// C.A.ダニエルス 東京外国語大号仁コ学号ロ五口アジア ・
アフリカ 文化研究所教授

ク 気賀澤保規 明治大学教授

，，，， 小 松久男 東京大学教授

ク 河野六郎 東京教育大学名誉教授
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部名 職 名 氏 名 現 職

研究員（兼任） 後藤 明 東京大学東洋文化研究所教授

，，，， 後 藤均平 立教大学名誉教授

// 佐伯 ヽ晶 京都大学名誉教授

// 佐竹昭広 京都大学名誉教授

ケ 酒井憲二 調布学圏女子短期大学長

ケ 滋賀秀三 東京大学名誉教授

// 蔀 勇造 東京大学教授

// 斯波義信 国際基督教大学教授

ケ 志茂碩敏 国立国会図書館支部東洋文庫司書

ク 清水宏祐 九J11大学教授

ク 杉山正明 京都大学教授

ク 鈴木立子 愛知大学助教授

ケ 妹尾達彦 筑波大学助教授

ク 関野 雄 東京大学名誉教授

// 田中時彦 東海大学名巻教授

ク 田中正俊 東京大学名誉教授

ク 武田幸男 名古屋市立大学教授

ケ 立川武蔵 国立民族学博物館教授

ク 田村晃一 青山学院大学教授

ク 千葉 度 桐朋学園大学理事長

ケ 竺沙雅章 大谷大学教授

ケ 辻本裕成 国文学研究資料館助手

ク 鶴見尚弘 横浜国立大学名誉教授

ク 朽尾 武 成城大学教授

ケ 土肥義和 国学院大学教授

ク 鳥海 靖 中央大学教授

ク 中嶋 敏 東京教育大学名誉教授

ク 永積洋子 城西大学教授

ク 永田雄三 明治大学教授

// 中野真麻理 国文学研究資料館助手

ク 中見立夫 東京外国語大言学語文アジア・
アフリカ 化研究所教授

ク 西田龍雄 京都大学名誉教授

_＼ー，

ク 萩田 博 東京外国語大学講師

ク 長谷川誠夫 慶応義塾大学講師
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部名 職 名 氏 名 現 職

研究員（兼任） 八尾師 誠 東ア京フ外リ国カ語言大語学文アイジア ・
ヒ研究所助教授

ク 花田宇秋 明治学院大学教授

ケ 林 佳世子 東京外国語大学助教授

ク 原 賓 東京大学名誉教授

ケ 藤枝 晃 京都大学名誉教授

ク 古屋昭弘 早稲田大学教授

ク 生E 実千代
東ア京フ外リ国カ語言大語学文ア化ジ研ア究・所研究員

ク 細谷良夫 東北学院大学教授

ク 本田賓信 京都大学名誉教授

// 松濤誠達 大正大学教授

// 松丸道雄 東京大学名誉教授

// 松村 潤 日本大学名誉教授

// 三浦 徹 お茶の水女子大学助教授

// 三根谷 徹 東京大学名誉教授

，，，， 御 牧克己 京都大学教授

ク 宮崎修多 成城大学助教授

ケ 森岡 康 元国立国会図書館支部東洋文司庫書

，，，， 森 安孝夫 大阪大学教授

// 矢澤利彦 埼玉大学名誉教授

ケ 柳田征司 奈良女子大学教授

// 柳田節 子 元学習院大学教授

ク 山内弘 一 上智大学教授

// 山口瑞鳳 東京大学名誉教授

// 山口謡司 イギリス・ケンブリッジ大学助手

// 山崎元一 国学院大学教授

// 山根幸 夫 東京女子大学名誉教授

ク 山本達郎 東京大学名誉教授

，，，， 吉 田 寅 元立正大学教授

ケ 渡辺紘良 独協医科大学教授

ク 和田博徳 創価大学教授

ク 和田恭幸 国文学研究資料館助手

研究員（専任） 北村 甫 東洋文庫理事長
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部名 I 職名 氏名 現 職

研究貝（専任） 福田洋一

，，，， 本 庄比佐子

，，，， 松 本 明

職 名 氏 名

図書部 部 長 斯波義信

東洋文庫長 相島 宏※

主 査 志茂碩敏※小林輝男※

副主査 牧 武※

事務主任 西薗一男※

司 書 桜井 徹、中善寺 慎※、辺見由起子※

沢崎京子、山村義照

総務部 部 長 秋 山 哲兒

課 長 光田憲雄

会計係長 金子祐子

夫多 事 中沢元幸、橘 伸子、藤村由美子

吉田男佐武、長谷川茂広

（※印は国立国会図書館支部東洋文庫職員）

5.臨時職員

部名 氏 名

研究部 五十嵐麻理世石川重雄石川美恵伊藤洪二伊藤千賀子伊藤幸代

岩永和子岩本篤志梅津紀雄大河原洋子王詩倫奥野陽子

加藤良輔木下宗篤木村洋子 黒木真子現銀谷史明小林歩

近藤智子斎藤正道坂井弘紀澤井充生清水敏江嶋津さおり

下山裕子菅原純鈴木直子龍野香代子千葉正史徳増克己

露口哲也 中町信孝 西沢史仁野村正次郎林慶仁深見和子

福田立子福田裕美子森島聡 安田震ー山口昭彦 山田紀子

吉枝聡子吉川次郎吉田豊子渡辺謙信渡辺日日

図書部 安宅真弓岩見隆呉吉換金沢悦男金俊憲清水一枝

高木雅弘裔瀬奈津子高田まゆみ前島佳孝目黒耀呂静

総務部 豊田典子
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v 財団法人東洋文庫附置

ユネスコ東アジア文化研究センターの事業

【概 要】 東アジアを中心とするアジア諸地域の人文 ・社会科学の分野の研究に関

するインフォメーション・センターとしての機能をはたし、研究情報の交換、研究者

の交流の促進、および研究成果の普及を図る。

1.ユネスコ協力活動

【概 要】 ユネスコ本部の企画・運営する事業に対して日本における機関として積

極的に協力し、関連する諸事業を推進する。

［事業内容】

(1) 「中央アジア文明史」編集協力

ユネスコ本部の編集にかかる「中央アジア文明史」シリーズについて、本部から編

集委員の委嘱を受けた梅村坦中央大学教授を中心として組織した「中央アジア文明史

編集協力委員会」を通じて、同シリーズ第 5 巻•第 6 巻 (16世紀ー 20世紀）の編集に

協力した。

専門委員：梅村坦、久保一之、小松久男、新免康、中見立夫、羽田正、

濱田正美、堀 直、森川哲雄

(2) 参加事業計画

ユネスコ本部の参加事業計画 UNESCOParticipation Programme 1996-1997に

「AsianResearch Trendsの編集・出版」事業 (2-1) をもって参加した。

2.学術情報活動ーアジア・北アフリカ人文・社会科学関係一

【概 要】 アジア・北アフリカ諸地域の文化・社会の研究に関する情報を組織的か

つ継続的に収集 ・交換し、その情報を公開することによって、国内外の諸研究機関お

よび研究者の間の交流・協力を促進する。
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2 -1. Asian Research Trendsの編集・出版

【概 要】 アジア・北アフリカ諸地域を対象とする人文・社会科学の研究情報を全

世界に向けて提供する 。

【事業内容】

英文の年刊誌 “AsianResearch Trends : A Humanities and Social Science 

Review’'の編集・出版を行なった。本年度は No.8 (1998) を刊行し、アジア諸国

におけるアジア研究・自国研究を中心に掲載、あわせて下記「国外研究情報の収集」

(2-2-(2)）において訪問した関係研究機関の調査報告等を掲載した。A5判変型

(1,500部）。

本事業をもって上記「ユネスコ参加事業計画」 (1-（2)）に参加した。

また、同誌 No.2 (1992)の増刷を行なった(300部）。

専門委員：池端雪浦、梅村 坦、小松久男、佐藤次高、中里成章、濱下武志、

山内弘一、山崎元一

委員会： 12月2日 同誌 No.9以降の絹集方針について検討し，執筆依頼の人選を

行なった。

2 -2.国内外研究清報の収集

【概 要】 国内外のアジア・北アフリカ研究機関および研究者の活動に関する情報

を収集し、国際的な学術交流のための基礎資料とする。

【事業内容】

(1) 国内研究情報の収集

いわゆる 「東洋学」の関連研究分野における研究機関のネットワーク形成を推進す

るため、主要なアジア研究機関・学会、および日本学術会議等との間に、相互の訪問 ・

通信等による研究情報の交換を行なった 。 また、研究機関が発行する要黄•紀要等を

収集した。

(2) 国外研究情報の収集

(2)-A. 国外研究機関の訪問調査

本年度の調査対象地域の研究機関・研究状況等について資料を収集し、当該地域に

所在するアジア関係研究機関の訪問調査を実施した。その対象国 ・派遣調査員 ・調査

期間は下記のとおりである。

中華人民共和国：藤井和夫（センター運営委員，日野市教育委員会生涯学習課主任）

大井 剛（センター調査外事室長）
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5月22日ー 5月25日

同上



徐光輝（龍谷大学国際文化学部専任講師）

5月22日ー5月28日

本調査は、大連市文物考古研究所との研究協力のために行なわれ、同研究所を訪問

した。

中華人民共和国：大井剛（前掲） 7月20日ー 8月3日

徐光輝（前掲） 同上

藤井和夫（前掲） 同上

田村晃一（東洋文庫研究員、青山学院大学文学部教授）

同上

後藤 直（東京大学大学院人文社会系研究科教授）

7月20日ー 8月1日

千葉基次（財団法人東京都教育文化財団東京都埋蔵文化財センター

主任研究員） 同上

本調査は、同国に関する継続調査の一環として行なわれ、内蒙古自治区および遼寧

省に所在する機関を訪問した。

大韓民国：藤井和夫（前掲） 10月5日ー10月12日

大井剛（前掲） 10月5日ー10月13日

本調査は、同国に関する継続調査の一環として行なわれ、釜山・慶州・慶山・大邸・

ソウル各市に所在する機関を訪問した。

(2)-B.講演会の開催

来日中の外国人研究者を招いて講演会を開催し、諸外国の研究情報を得、国内研究

者との交流を図った。

6月28日（土）

講師：偲佳欣 中国、吉林省文物考古研究所助理研究員

主 題：「集安の高旬麗王陵」（中国語）

会場：青山学院大学

通訳者：徐光輝 龍谷大学国際文化学部専任講師

共催：東北亜細亜考古学研究会

1月20日（火）

講師：厳文明 中国、北京大学考古系教授

主 題：「東亜文明の黎明ー中国文明の起源を索めて一」（中国語）

会場：東洋文庫講演室

通訳者：徐光輝（前掲）
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(2)-C.外国人研究者，各種専門家に対する便宜供与

本年度1-(3)および2-2-(2)-B、2-2-(3)に記載の外国人研究者以外に、センターを訪

れ、またはセンターが情報提供等の便宜供与を行なった外国人研究者は、下記のとお

りである。

張本義

Berthon, Jean-Pierre 

Malik, Perveen (Ms) 

Malik, Saqib 

Rezrazi, Elmostafa 

Benaboud, M'hammad 

大連市文物考古研究所長、大連、中国

Charge de Recherche, Centre National de la Re-

cherche Scientifique (CNRS), Paris, France 

President, Asian Study Group, Islamabad, 

Pakistan 

東京大学大学院生

東京大学客員教授； Professorof History, Abdel-

melk Essaadi Univ. of Tetowan, Morocco 

関丙勲 国立慶州博物館学芸研究官、慶州、輯国

Simanjuntak, Mangantar 東京外国語大学アジア ・アフリカ言語文化研究所客

員教授； Darussalam,Brunei 

Simanjuntak, Hasnah (Ms) 

Whitfield, Susan (Ms) 東京大学文学部外国人研究員； ChineseSection, 

The International Dunhuang Project, Oriental 

and India Office Collections, The British 

Library 

Humphreys, R. Stephen 

Madhab, Ghose 

Wong, R. Bin 

Hiilagii, Habil 

Cihan, Ahmet 

Baltac10glu, Sahmeran 

Afifi, Muhamed 

Desantis, G1ovanm 

李晶淑

Professor, Dept. of History, Univ. of Califorma 

at Santa Barbara, CA, USA 

東京芸術大学大学院生（油絵） ；New Delhi, India 

Associate Professor, Dept. of History, Univ. 

of California at Irvine, CA, USA 

Professor, Institute of Social Sciences, Istanbul 

Univ., Istanbul, Turkey 

Associate Professor, Ins ti tu te of Social Sciences, 

Istanbul Univ., Istanbul, Turkey 

Professor of Japanese language and culture, 

Istanbul Univ., Istanbul, Turkey 

Associate Professor, Dept. of History, Faculty 

of Arts, Cairo Univ., Cairo, Egypt 

上智大学講師（イタリア政府派遣）

釜山女子大学校講師、釜山、韓国

-71-



(2)-D. フランス国立極東学院東京支部との協力

財団法人東洋文庫内に平成 6年4月設置されたフランス国立極東学院東京支部との

交流を促進した。東京支部代表は、 8月までティエリ・モルマン氏（同学院非常勤）、

9月からクリス トフ・サブレ氏（同学院研究員）である。

Mormanne, Thierry a且ocataire de 1屯colefrangaise d'Extreme-Orient 

(EFEO), representant de 1知 olea Tokyo. 
Sabouret, Christophe membre contractuel, charge de recherche, Section 

de Tokyo, Ecole frangaise d'Extreme-Orient (EFEO). 

フランス国立極東学院・国立社会科学高等研究院日本研究センター共催による日仏

共同研究集会 「アイデンテイティ・周縁 ・媒介」第 1回会議が4月23日パリにて開催

され、同学院の招請により大井剛調査外事室長が4月20日から 4月30日まで出張して

会議に参加した。

フランス国立極東学院の招請により石井米雄所長が8月18日から 9月14日までフラ

ンスに出張して研究に従事した。

上記の日仏共同研究集会第 2回会議が12月11日・ 12日にパリにて開催され、フラン

ス国立極東学院の招請により大井剛調査外事室長が12月8日から12月23日まで出張し

て会議に参加した。旅費はフランス国立学術研究センター (CNRS)の負担である。

(3) 海外専門家の招聘

学術交流を目的として海外の専門家を下記のとおり招聘した。

濯文 閣 ベトナム社会主義共和国、社会科学院漢哺研究院院長

平成 9年10月15日ー10月22日 東洋文庫研究部南方史研究委員会との協力のも

とに招聘した。同氏は日本所在の安南本の調査を行ない、かつ古文書の保存・修

復に関する日越相互理解を深めるため、図書館・研究所等の関係機関を訪問した。

学術交流を目的として来日中の専門家を下記のとおり国内において招聘した。

博佳欣 中華人民共和国、吉林省文物考古研究所助理研究員

平成 9年 6月26日ー 6月28日 同氏は京都造形芸術大学文化財科学研究室に研

修のため来日した。東北亜細亜考古学研究会との協力のもとに招聘し、青山学院

大学にて講演会を開催した。

厳 文明 中華人民共和国、北京大学考古系教授

平成10年 1月18日ー 1月22日 同氏は国際日本文化研究センターに研究のため

来日した。中国考古学および文化財の保存・修復に関する日中相互理解を深める

ため、大学・博物館等の関係機関を訪問し、東洋文庫にて講演会を開催した。
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(4) 在日漠籍所在調査

日本における漢籍蒐集の現状の調査を進めるため，国内所在の文庫・図書館の調査

を継続した。

(5) 中国考古学研究書の編集

中国大連市文物考古研究所の実施した遺跡発掘調査について、その報告書の編集に

協力した。本事業の実施に際し、事業の一部を有限会社多摩アセット（東京都町田市）

に委託した。

2 -3. 文献目録の編集・出版

【概 要】 上記「国内外研究清報の収集」 (2-2)において収集した学術情報をコン

ピュータ入力してデータベース化し、 bibliographyとして編集する。収集データは、

英文出版物およびコンピュータネットワークにより公開して、内外の研究者・研究機

関に提供する。

【事業内容】

(1) 「明治初期翻訳文献目録」の編集

同書の編集のための調査を行ない、目録カードの点検整備を進めた。本書は、日本

の明治時代初期に翻訳 ・翻案された外国文献について調査し、その原典と翻訳出版と

を明らかにした目録データベースである 。編集にあたり当センターがかつて実施した

調査の資料をデータとした。

(2) 「日本における中央アジア関係研究文献目録」続篇の編集

同目録 (1879年ー1987年分収載、 1988年刊行）に続く同目録続篇 (1987年以降分収

載）の組集を行なった。

(3) 「日本における中東・イスラーム研究文献目録」続篇の編集

同目録 (1868年ー1988年分収載、 1992年刊行）に続く同目録続篇 (1988年以降分収

載）の編集を行なった。

(4) コンピュータ通信による情報提供

コンピュータ通信をメデイアとして「日本における中央ア ジア関係研究文献目録」

および「日本における中東・イスラーム研究文献目録」のデータを公開した。そのメ

ディアは、①東洋文庫ホームページ、②パーソナルコンピュータ通信ネットワーク

「NIFTY-Serve」の「歴史フォーラム」のデータライブラリである。

(5) 出版物の増刷

「日本における中央ア ジア関係研究文献目録 1879年ー1987年3月」索引 ・正誤篇

(1989年刊）を増刷した(250部）。
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2 -4. Directoryの編集・出版

【概 要】 上記 「国内外研究情報の収集」 (2-2)において収集した学術情報をコン

ピュータ入力してデータベース化し、 directoryとして編集する。収集データは、英

文出版物およびコンピュータネットワークにより公開して、内外の研究者・研究機関

に提供する。

【事業内容】

(1) 国内研究者名簿の作成

研究者名簿の収集・整理、研究者個人カードの作成、個人アンケート調査を行ない、

各研究者の活動状況に関する情報を収集•更新した。そのデータに基づき 「 日本にお

ける中国哲学・思想・宗教研究者名簿」の編集を行なった。

(2) "Directory of Korean Studies in Japan"の編集

日本における競国学・朝鮮学の研究者・研究機関に関する情報を収集・整理し、上

記デイレクトリの編集を行なった。

(3) コンヒュータネットワークによる情報提供

「日本におけるアジア歴史研究者名簿」および「日本における印度学仏教学研究者

名簿」のデータを東洋文庫ホームページを通じて公開すべく準備を進めた。

3.重要文献の保存・普及活動
ーアジア重要文化財（文献）の保存・普及一

【概 要】 アジア諸地域の文化・社会の理解に資する貴重な文献を、アジア重要文

化財として保存し普及させるため、複製・翻訳等の方法によって紹介し、研究者の利

用に供するとともに広く一般読者の理解を得る 。

3-1. 「アジア重要文献覆刻叢書」の編集・出版

【概 要】 アジア重要文化財として高い価値を有しながら、散逸の危険にさらされ

ている文献や、入手のきわめて困難な文献について、それを写真版によって複製し、

普及を図る 。

【事業内容】

専門委員：佐藤次高、武田幸男、立川武蔵、御牧克己、湯山 明

委員会： 12月2日 平成10年度以降の出版計画について検討した。
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(1) 「スタイン蒐集東トルキスタン出土チベット古文書集成」の編集・出版

"Old Tibetan Manuscripts from East Turkestan in the Stein Collection of 

the British Library," compiled by Tsuguhito Takeuchi. 

Vol. I Plates; Vol. II Descriptive Catalogue. 

「アジア重要文献覆刻叢書」第11巻•第12巻として、「チベット古文書集成編集刊行

委員会」（委員長：山崎元一國學院大學教授）の委託および同委員会からの寄附金（社

団法人東京倶楽部文化活動助成金）を受けて、同書の編集を行ない、同書II. 解説目

録篇を出版した。本書は、大英図書館所蔵のオーレル ・スタイン蒐集資料のうち東ト

ルキスタン出土のチベット語古文書を、英文解説を付して複製したものである。編者

は、武内紹人神戸市外国語大学外国語学部教授である。なお、本書は大英図書館との

共同出版である。A4判 (1,000部）。

3 -2.アジア史料の保存・普及

【概 要】 アジア諸地域の歴史と文化に関する基本的史料を収集・保存するととも

に、広く普及を図る 。

【事業内容】

(1) 「アジア史料叢刊」の編集 ・出版

同シリーズの一点として「十九世紀対外関係ベトナム史料」の編集を行なった。本

書は、 19世紀のタイ・ラオス外交に関するベトナム漢文史料「国朝虞置萬象事宜録」

紗本 2巻の本文を英訳し、解説と注釈とを付したものである。訳注者は、マユリ・ガ

オシヴァトウン氏およびプイパン・ガオシヴァトウン氏である 。

(2) ユネスコ寄託マイクロフィルムの保存・普及

4.研究普及活動

4 -1．研究成果の英文出版

【概 要】 アジア諸地域の文化 ・社会に関する研究の成果を英文で出版し、関係の

研究者に周知させる。

【事業内容】

(1) 「プレ・アンコール期カンボジア研究」の編集 ・出版

"Society, Economics, and Politics in Pre-Angkor Cambodia: the 7th--8th cen-

turies," by Michael Vickery. 

同書の編集 ・出版を行なった。本書は、カンボジア出土の 7-8世紀クメール語・
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サンスクリット語碑文に関する研究書である。著者は、マイケル・ヴィッカリ ー、マ

レーシア理科大学 (UniversitiSains Malaysia)人文学部教授である。判型 233X 

156mm (1,000部）。

4 -2.語学講習会

【概 要】 アジア諸言語の講習会を、初学者を対象と して短期集中方式により実施

し、学習の機会に乏しい言語の教育を行なうとともに、語学教授法の開発に寄与する。

【事業内容】

(1) 第37回語学講習会 「トルコ語講習会」の開催

名古屋大学大学院国際開発研究科、および同大学文学部、言語文化部の要請に応え、

この三者との共催により下記のとおり実施した。名古屋大学大学院の履修単位に認定

されるとともに、大学の社会人教育の一環として大学と地域社会との交流にも貢献し

た。

期 間： 7月30日（水）ー 8月26日（火） 10時ー16時（土・日曜日を除く）

共 催：名古屋大学大学院国際開発研究科

名古屋大学文学部

名古屋大学言語文化部

会 場：名古屋大学大学院国際開発研究科会議室

講 師：小松香織 筑波大学歴史・人類学系専任講師

三沢伸生 慶応義塾大学文学部講師、外務省研修所講師

エキメル・テゼル Tezel,Ekmel 名古屋大学医学部学生

修了者： 17名

備 考：名古屋大学大学院国際開発研究科は、修了者のうち同大学院在籍者 1名に

対し履修単位を認定した。

4 -3．普及活動

【概 要】国内外の研究者 ・研究機関の活動を促進する情報を提供し、またセンター

を事務局とすることが効果的と認められる事業を企画・運営する。

【事業内容】

コンピュータネットワーク「インターネ ット」に公開している東洋文庫ホームペー

ジに、センターのホームページを設置し、公開データ等を随時更新した。

センターの活動についての問合せに応じ、また出版物の寄贈交換等を行なった。

下記の機関において出版物の展示・頒布を行なった。

東京国立博物館（通年）
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5.情報公開促進

【概 要】 アジア・北アフリカ諸地域を対象とする人文・社会科学の最新の研究情

報を迅速かつ正確に伝達するため、情報公開促進の基盤整備を行なう。

（事業内容】

(1) 国際交流基金アジアセンター・コンピュータネットワーク事業

国際交流基金アジアセンターの助成を受けて、コンピュータネットワークをメディ

アとする情報公開の促進を企画・推進した。平成 8年10月1日より、文部省学術情報

センターの情報検索サービス (NACSIS-IR)を通じて次のデータ AおよびBを公開

しているが、本年度の事業は下記のとおりである。

A.文献目録データサービス

「日本における中央アジア関係研究文献目録」

「日本における中東・イスラーム研究文献目録」

B. Directoryデータベース

「日本におけるアジア歴史研究者デイレクトリ」

「日本における印度学・仏教学研究者デイレクトリ」

① 上記データのうち、 A.文献目録についてデータを 7月29日に更新した。

② 上記データのうち、 A.文献目録のデータを東洋文庫データベース CD-ROM

"The Toyo Bunko Multilingual Database CD for Asian Studies, Release 1, 

1997" (Macintosh OS対応）に収録した。
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6.業務 報 告

A.運営委員会・顧問会議

運営委員会

前期開催日平成9年 6月3日（火） 13時30分ー14時30分

場 所東洋文庫 3階会議室

出席委員 7名 委任状11名

報 告 1.顧問の委嘱について

2.参与の委嘱について

3.運営委員の委嘱について

議 題 1.平成 8年度事業報告及び決算報告について

2.平成 9年度事業計画及び予算案について

後期開催日平成9年11月18日（火） 13時35分ー14時30分

場 所東洋文庫 3階会議室

出 席委員 10名 委任状 9名

報 告 1.顧問の委嘱について

2.運営委員の委嘱について

議 題 1.平成 9年度事業中間報告及び収支状況報告について

顧問 会議

2.平成10年度事業計画案及び収支予算案について

開 催日平成 9年6月3日（火） 13時30分ー14時30分

場 所東洋文庫 3階会議室

出席顧問 2名 委任状 2名

報 告 1.顧問の委嘱について

2.参与の委嘱について

3.運営委員の委嘱について

議 題 1.平成 8年度事業報告及び決算報告について

2.平成 9年度事業計画及び予算案について
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B.役員異動

年月日 役職名 氏 名 区分 現 職

9年 4.1 運営委員 石井 浦 就任 東京外国語大学アジア・アフ

リカ言語文化研究所長

4. 1 運営委員 石 毛 直 道 就任 国立民族学博物館館長

4. 1 運営委員 野 坂 康 夫 就任 文部省大臣官房審議官

4.24 運営委員 黒田日 出男 就任 東京大学史料編さん所長

5.15 運営委員 山本有造 就任 京都大学人文科学研究所長

6.30 顧 問 林田英樹 退任 文部省学術国際局長

6.30 運営委員 望月敏夫 退任 文部省大臣官房審議官

7. 1 顧 問 雨宮 八中こヽ 就任 文部省学術国際局長

7. 1 運営委員 崎 谷 康 文 就任 文部省大臣官房審議官

7. 1 顧 問 前田充明 再任 財団法人国際学友会理事

7. 1 矢多 与 田村賓造 再任 京都大学名誉教授

7. 1 運営委員 池 端 雪 浦 再任 東京外国語大学アジア・アフ

リカ言語文化研究所教授

7. 1 運営委員 辛島 昇 再任 大正大学文学部教授

7. 1 運営委員 佐々木高明 再任 国立民族学博物館名誉教授

7. 1 運営委員 佐藤次高 再任 東京大学大学院人文社会系研

究科教授

7. 1 運営委員 斯波義信 再任 国際基督教大学教養学部教授

7. 1 運営委員 竺沙 雅章 再任 大谷大学文学部教授

7. 1 運営委員 中根千枝 再任 日本学士院会員

7. 1 運営委員 山崎元一 再任 國學院大學文学部教授

7. 1 運営委員 戸川芳郎 再任 二松學舎大學大学院文学研究

科教授

10年1.27 顧 問 浅尾新一郎 退任 国際交流基金前理事長

1.28 顧 問 藤 井 宏 昭 就任 国際交流基金理事長

3.31 運営委員 坪内良博 退任 京都大学東南アジア研究センタ

ー所長

3.31 運営委員 濱下武志 退任 東京大学東洋文化研究所長
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C.会計報告

平成 9年度 ユネスコ東アジア文化研究センター収支決算書

（平成10年3月31日現在）

支 出 の 部 収 入 の 部

科 目 金額（千円） 科 目 金額（千円）

事 業 費 27,322 国庫補助金 79,400 

ユネスコ協力活動費 608 財産収入 1 

学術情報活動費 15,531 ユネスコ援助金 1,158 

重要文献の保存 ・普及 4,664 出版事業助成金 3,000 

活動費 国際交流基金 2,184 

研究普及活動費 4,335 アジアセンター助成金

情報公開促進費 2,184 雑収入 2,205 

経 常 費 60,626 

人件費 60,133 

事務費 493 

計 87,948 計 87,948 
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7. 役職員名簿

平成10年 3月31日現在の役職員は下記のとおりである 。

［注］ E は exofficio（官職指定）。

A. 役員

役職名 氏 名 現 職

所 長 石井米雄 神田外語大学長、京都大学名誉教授、

財団法人東洋文庫理事

顧 問 雨宮 忠 E 文部省学術国際局長

岡野 澄 東京工業高等専門学校名誉教授、財団法

人東洋文庫評議員

藤井宏昭 E 国際交流基金理事長

前田充明 財団法人国際学友会理事、城西大学名岩

教授、財団法人東洋文庫評議員

三浦朱 門 E 日本ユネスコ国内委員会会長

山本達郎 日本学士院会員、東京大学名誉教授、財

団法人東洋文庫理事

夫多 与 田村賓造 京都大学名誉教授

中村 元 日本学士院会員、東京大学名誉教授、東

方学院長

長尾雅人 日本学士院会員、京都大学名誉教授

運営委員 荒 義尚 E 国際交流基金専務理事

池端 雪浦 東京外国語大学アジア ・アフリカ言語文

化研究所教授

石井 浦 E 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文

化研究所長

石毛直道 国立民族学博物館館長

黒田 日出男 E 東京大学史料編さん所長

崎谷康文 E 文部省大臣官房審議官

佐々木高明 アイヌ文化振典推進機構理事長、国立民

族学博物館名誉教授

佐藤次高 東京大学大学院人文社会系研究科教授、

財団法人東洋文庫理事

斯波義信 国際基督教大学教養学部教授、財団法人
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役職名 氏 名 現 職

東洋文庫理事

竺沙雅章 大谷大学文学部教授、京都大学名誉教授

坪内良博 E 京都大学東南アジア研究センター所長

戸川芳郎 二松學舎大學大学院文学研究科教授、東

京大学名誉教授

中根 千枝 日本学士院会員、東京大学名誉教授、財

団法人民族学振興会理事長、財団法人東

洋文庫理事

野坂康夫 E 文部省大臣官房審議官

濱下武志 E 東京大学東洋文化研究所長

藤井和夫 実践女子大学講師

三角哲生 E 財団法人ユネスコ・アジア文化センター

理事長

山崎元一 國學院大學文学部教授

山田 勝久 E アジア経済研究所長

山本 有造 E 京都大学人文科学研究所長

＇ 

B. 職員

土rュ上 名 職名 氏 名

調査外事室 室長 大井 剛

研究員 近藤敦子

普及室 室長 外池明江

研究員 設楽靖子

参事 坂本葉子

庶務会計室 室長 飯田隆子

参事 小林和弘

外国人専門員 John W1snom 
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C. 臨時職員

平成 9年4月1日から平成10年3月31日までの間に在籍した臨時職員は下記の

とおりである。

秋葉淳、飯田巳貴、王偉宏、小沢直幸、尾沼君江、河原弥生、木村暁、小前亮、

斎藤久美子、篠崎陽子、島田志津夫、島谷泰子、世古龍太郎、趙聖九、外川和雅、

西田暢子、原山隆広、益井岳樹、松沼素子、目黒輝、森山央朗、 山本美華
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